
[ 六十里越街道トレッキング ]
1,200年の歴史を持つ出羽の古道・六十里越
街道。ブナ林の大自然と歴史の息吹を感じる
ことができるこの街道では、春から秋にかけ
て多くのトレッキングイベントが開催されて
います。
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ユネスコ創造都市（食文化分野）公式ロゴマーク

鶴
岡
の
豊
か
な
食
文
化

　

山
や
平
野
、
川
、
海
な
ど
の
豊
か
な
自
然

環
境
の
下
、
本
市
で
は
古
く
か
ら
農
林
水
産

業
や
酒
造
業
な
ど
の
伝
統
産
業
が
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
山
・
里
・
海
の
幸

に
も
恵
ま
れ
、
一
年
を
通
し
て
旬
の
味
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
市
の
食
文
化
の
大
き
な
特
徴
は
、「
だ
だ

ち
ゃ
豆
」や「
温
海
カ
ブ
」な
ど
の「
在
来
作

物
」が
約
五
十
種
類
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
生
産
者
の
知
恵
と
工
夫
で
受
け
継
が
れ
、

地
域
で
親
し
ま
れ
て
き
た
在
来
作
物
は
、「
生

き
た
文
化
財
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
羽
三
山
の
修
験
道
や
黒
川
能
な
ど
の
精
神

文
化
と
密
接
に
関
わ
る
食
や
各
家
庭
で
食
べ

ら
れ
る
郷
土
食
、
季
節
ご
と
の
行
事
食
が
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

食
文
化
を
守
り
発
展
さ
せ
て
き
た 

人
々
の
多
彩
な
取
り
組
み

　

昨
年
十
二
月
一
日
に
本
市
は
日
本
で
初
め

て
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
食
文

化
分
野
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
本
市
の
「
食
」
が
持
つ
特
色
や
魅
力

そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
分
野
の

方
や
地
域
に
よ
る
、
食
文
化
を
守
り
発
展
さ

せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
含
め
て
、
総
合

的
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

品
種
改
良
や
水
利
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
、

生
産
者
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
昔
か
ら
良
質
の

米
が
生
産
さ
れ
て
き
た
庄
内
平
野
。
日
本
を

代
表
す
る
稲
作
地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
つ
や

姫
、
は
え
ぬ
き
な
ど
の
高
品
質
米
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
良
い
米
と
水
に
恵
ま
れ
た
本

世界が認めた
鶴岡の食文化

特集

 「今日は孟宗汁だよー」「まだがやぁ？」。４月下旬から５月にか
けて鶴岡の家庭で交わされる会話。ふだんはなかなか気付かない
かもしれませんが、私たちが食べている食材や食事には、鶴岡に
しかないたくさんの魅力があります。
　昨年12月１日、日本で初めてユネスコ創造都市ネットワーク食
文化分野への加盟が認定された本市。本市の食文化の魅力を発信
し、次代へ向けて発展させる取り組みを更に展開しています。

［問合せ］本所食文化推進室☎25‐2111内線527

ユネスコ食文化創造都市に認定

日本海寒鱈まつり
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市
で
は
、
古
く
か
ら
酒
造
業
も
栄
え
、
日
本

最
高
水
準
の
酒
造
り
は
今
も
な
お
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
形
大
学
農
学
部
や
慶
應
義

塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
等
、
本
市
に

集
積
す
る
高
等
教
育
機
関
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
在
来
作
物
等
に
関
す
る
保
存
・
研
究
・

普
及
活
動
。
特
に
そ
の
研
究
成
果
は
、
在
来

作
物
や
地
酒
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
漬
物
・
菓

子
等
の
食
品
加
工
・
開
発
に
新
た
な
付
加
価

値
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
市
外
か
ら
訪
れ
た
方
へ
、

ま
た
全
国
・
世
界
に
向
け
て
本
市
の
食
文
化

の
魅
力
を
発
信
す
る
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や

郷
土
料
理
店
、
世
界
で
活
躍
す
る
シ
ェ
フ
や
、

庄
内
浜
の
食
文
化
を
伝
え
る
料
理
人
な
ど
。

本
市
の
食
文
化
は
、
多
く
の
方
の
取
り
組
み

で
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

食
文
化
創
造
都
市
を
実
現
す
る
た
め
の 

地
域
を
挙
げ
た
取
り
組
み

　

産
官
学
民
が
連
携
し
設
立
し
た
「
鶴
岡
食

文
化
創
造
都
市
推
進
協
議
会
」。本
市
で
は
同

協
議
会
を
中
心
に
、
次
代
の
食
文
化
創
造
を

目
指
し
各
方
面
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆
産
業
面　

▽「
庄
内
酒
ま
つ
り
」
や
「
鶴

岡
の
れ
ん
」の
開
催
、「
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
」

の
活
動
等
を
通
し
て
体
験
型
観
光
の
誘
客
促

進
を
図
り
、
農
林
水
産
物
の
情
報
を
発
信

▽
鶴
岡
食
文
化
ロ
ゴ
の
活
用
を
促
進

◆
文
化
面　

▽『
つ
る
お
か
お
う
ち
御
膳
』や

『
は
ま
べ
の
味
』等
の
レ
シ
ピ
集
を
発
行　

▽

「
鶴
岡
食
文
化
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー
」等
が
生
産

の
現
場
を
取
材
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信

◆
生
活
面　

▽「
鶴
岡
市
食
育
・
地
産
地
消
推

進
協
議
会
」
や
「
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進

全州
（韓国）

成都
（中国）

仏山市順徳区
（中国）

ザフレ
（レバノン）

エステルスンド
（スウェーデン）

ポパヤン
（コロンビア）

フロリアノポリス
（ブラジル）

ユネスコ創造都市ネットワーク
食 文 化 分 野 認 定 都 市

（平成26年12月１日現在）

　市長ラウンドテーブルのパネ
リストとして榎本政規市長が出
席し、ネットワークのビジョン
を提案したほか、意見交換など
をしました。
　会議前日の25日には、本市と
新潟市の主催で食文化都市ミー

ティングを開催。食文化分野の
加盟都市が、パートナーシップ
を強化するため意見交換と交流
事業を行いました（参加都市…
成都、順徳区、全州、エステル
スンド、ザフレ、フロリアノポ
リス、新潟市、金沢市、本市）。

ユネスコ創造都市ネットワーク年次総会「金沢会議」（５月26日・27日／金沢市）

鶴岡市

ユネスコ創造都市ネットワークとは
平成16年にユネスコ（国際連合教育科学文化機関）
が創設。創造的・文化的な産業の育成・強化によっ
て都市の活性化を目指す世界の都市が、国際的な連
携と相互交流を行うことを支援する枠組み。食文化
のほか、文学、映画、音楽など７つの分野がある。
食文化創造都市としては、本市を含め世界で８都市
が認定されている。

鶴岡ふうどガイド在来の豆を使った味覚のレッスン鶴岡の食文化を伝えるレシピ集
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本市の食文化を発信するイベントのチラシや、
農林水産物・特産品の包装など。
様々な場面でご活用ください！

協
議
会
」
等
と
連
携
し
、
食
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
や
農
林
水
産
業
へ
の
理
解
を
促
進

▽
オ
ー
ル
鶴
岡
産
給
食
な
ど
、
市
民
が
よ
り

鶴
岡
の
食
に
親
し
み
、
地
域
へ
の
愛
着
を
持

て
る
よ
う
な
活
動
を
推
進

◆
交
流
面　

▽「
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
や
「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
」
を
通
じ
て
、
国
内
外
の
創
造
都
市
と

の
連
携
を
推
進　

▽
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情

報
交
換
等
を
行
い
、
相
互
の
文
化
・
産
業
の

発
展
を
目
指
す
事
業
を
推
進

み
ん
な
で
取
り
組
む 

食
の
理
想
郷
・
鶴
岡

　

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
食
材
や
食

事
。
そ
こ
に
は
、
食
に
関
わ
る
方
た
ち
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
食
文
化

創
造
都
市
認
定
を
機
に
、
食
の
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
行
事
に
参
加
し
た
り
、
家
庭
の
中
で
行

事
食
を
作
っ
た
り
し
、
私
た
ち
の
食
文
化
を

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
気

付
い
て
い
な
か
っ
た
魅
力
に
出
会
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
十
月
、
本
市
は
「
食
」
を
テ
ー
マ
に

イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
「
ミ
ラ
ノ
国
際
博

覧
会
」
に
出
展
し
ま
す
。
会
場
で
は
、
出
羽

三
山
の
精
進
料
理
の
調
理
実
演
・
試
食
、
精

神
文
化
の
紹
介
の
ほ
か
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
や
地

酒
の
試
食
・
試
飲
等
を
予
定
。
本
市
の
食
文

化
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
分
野
の
方
や
地
域
と
協
力

し
な
が
ら
、
継
承
と
創
造
を
通
じ
て
「
食
の

理
想
郷
・
鶴
岡
」を
発
信
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鶴岡食文化ロゴを活用しましょう
“ユネスコ食文化創造都市・鶴岡”をＰＲ！

誰でも無料で使用できます

◇非営利で使用する場合…申請は必要ありません
◇営利目的で使用する場合…個人・団体を問わず申請が
　必要です

申請は各担当課等へお願いします

◇商工業の方…本所商工課☎内線591
◇観光業の方…本所観光物産課☎内線548
◇農業の方…本所農政課☎内線588
◇林業・水産業の方…本所農山漁村振興課☎内線558
◇その他事業者・個人…本所食文化推進室☎内線527
◆申請書は上記各担当課等にあります。また、市HP、鶴岡
　食文化創造都市推進協議会HPからダウンロードするこ
　ともできます

ロゴは６種類あります

◇ロゴは本市の食文化の多様性を表す赤いシンボ
　ルマークと文字で構成されています
◇ロゴのデータは市HP、鶴岡食文化創造都市推進
　協議会HPからダウンロードすることができます
◇シンボルマークと文字を一体として使用するほ
　か、大きさや色など表示方法が決められていま
　す。「鶴岡食文化ロゴ表示マニュアル」を守って
　使用してください

　鶴岡市・新潟市 食の共演弁当 オール鶴岡産給食鶴岡食文化女性リポーター
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鶴岡の食を味わいに出掛けませんか

　夏御膳の特選素材は「だだちゃ豆」と天然の「岩ガ
キ」。鶴岡の夏の味覚を市内飲食店でご賞味ください

（前日まで要予約）。

◆期　　間　７月11日○土 ～８月23日○日

◆四季の昼御膳「涼彩昼御膳」・夜御膳「涼彩夜御膳」
　◇料金　昼御膳…2,700円　夜御膳…3,500円から

四季の昼御膳・夜御膳、四季の寿し御膳
◆四季の寿し御膳「涼彩寿し御膳」
　◇料金　昼食…2,200円　
　　　　　夕食…3,000円から
◆問 合 せ　本所観光物産課内「鶴岡市体
　験型観光推進協議会」事務局☎内線548
◇参加飲食店など詳しくは、鶴岡市観光連盟HPでご
　確認ください

鶴岡に旬を運ぶ

　純米大吟醸酒や限定酒など庄内18酒蔵の100銘柄
以上がそろう地酒の試飲コーナー、おにぎり100種が
登場する「米」をテーマとしたイベントなど。
　鶴岡の食文化を丸ごと楽しめる食の祭典です。

◆日　　時　７月18日○土 午後２時～７時
◆会　　場　庄内酒まつり…ＪＡ全農山形鶴岡倉庫　
　　　　　　鶴岡ふうど駅スポ…マリカ西館
◆庄内酒まつりチケット
　前売り券…2,000円　当日券…2,500円
◆チケット取扱い　７月15日○水 まで、市内酒店（取扱
　店には同まつりポスターの掲示あり）、鶴岡市観光

庄内酒まつり2015＆鶴岡ふうど（食×風土）駅スポ
　案内所、本所食文化推進室などで販売
◆特　　典　チケットを購入した方に試
　飲用升とやわらぎ水を、浴衣で来場し
　た方・新成人の方に地酒をプレゼント
◆問 合 せ
　本所食文化推進室☎内線528
◇チケット取扱い場所など詳しくは、「庄
　内酒まつり」フェイスブックページま
　たは鶴岡食文化創造都市推進協議会
　HPでご確認ください
◇マリカ西館周辺の道路が通行止めとなります。誘導
　員の指示に従うようご協力をお願いします

庄内酒まつり2015＆鶴岡ふうど（食×風土）駅スポ庄内酒まつり2015＆鶴岡ふうど（食×風土）駅スポ

ミラノ万博に向けたＰＲ（精進料理試食）鶴岡のれん庄内酒まつり

鶴岡のれん
◆期　　間　７月３日○金 ～８月16日○日

◆チケット　2,000円（500円分のチケットが４枚）。
　チケット１枚でのれん限定メニュー１品と飲み物１
　杯を楽しむことができます
◆チケット取扱い　８月13日○木 まで、エスモール、庄
　内観光物産館、庄内空港ビル、ホテルイン鶴岡、ま

　ちなかキネマ、鶴岡市観光案内所、本
　所食文化推進室で販売
◆問 合 せ
　本所食文化推進室☎内線529
◇店舗情報やメニューなど詳しくは、「鶴
　岡のれん」フェイスブックページまたは
　鶴岡食文化創造都市推進協議会HPでご確認ください

市内の飲食店37店舗を食べ・飲み歩く「街バル」イベントです
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 鶴岡天神祭

＜市街地＞

今年の天神祭は、観光庁の「家族の時間づくり
プロジェクト」に認定され、クイズラリーなど
家族で楽しめる催しも企画しました。「めっこ

５. 25
いの～」。無言でお酒を振る舞うかわいい子供
の化けものに、つい話し掛けてしまう見物客も。
まちは、祭りを楽しむ人の笑顔であふれました。

櫛引 櫛引中校内駅伝大会

クラス対抗で行われた駅伝大会。家族や
クラスメートが声援を送る中、15区間
30.1kmをたすきでつなぎました。

５. 22

＜櫛引中周辺＞

羽黒 やさしい羽黒修験講座

羽黒山荒澤寺正善院副住職の長南弘道氏
を講師に迎え、初回のこの日は「日本の
修験と羽黒山」をテーマに学びました。

５. 23

＜いでは文化記念館＞
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朝日 タキタロウまつり

人気の魚のつかみどり。冷たい雪解け水
が流れる大鳥川に入り、ずぶぬれになり
ながらも夢中で魚を追い掛けました。

５. 31

＜大鳥地区＞

温海 ポストＤＣオープニング＆しゃりん道の駅フェスティバル

辺りに広がる香ばしい匂い。観光客が夏
イカの炭火焼きを体験し、日本海の初夏
の味覚を満喫しました。「おいしいね～」。

６.14

＜道の駅「あつみ」しゃりん＞

朝日 いのちのコンサート 森のめぐみを味わう会

月山筍（たけ）や山菜の天ぷらなど、地元
の食材を使った料理が提供され、参加者
は自然の恵みを感じながら味わいました。

６.14

＜朝日南部コミュニティセンター＞

櫛引 道路に彩りを 櫛引花と緑の会サルビア植栽

旧櫛引町の花で市の推奨花でもあるサル
ビア。会員やボランティアの方等58人が、
１㎞の区間に6,000本の苗を植えました。

６.13

＜国道112号沿道（下山添地区）＞

温海 豊かな森づくり事業「わらび採り体験学習」

「ほら、ここにもあるよ」。地域おこし協
力隊や地域の方に教わりながら、福栄小
児童が地元の山の幸を収穫しました。

５. 26

＜木野俣地区＞

羽黒 松ヶ岡お茶づくり体験2015

茶摘みから製茶までを体験し、緑茶・紅
茶・ウーロン茶を作りました。苦労して
作ったお茶の味は格別だったようです。

５. 30
  ・31

＜松ヶ岡本陣＞
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鶴岡市職員採用試験
職員募集

■問本所職員課☎内線327

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

■募集職種・受験資格
▷管理栄養士（短大卒程度）
　昭和56年４月２日以降に生まれ、管理栄養
　士免許を取得している方及び平成28年６月
　までに取得見込みの方
▷初級行政（高卒程度）
　平成６年４月２日～10年４月１日に生まれ
　た方（４年制大学を卒業した方及び卒業する
　見込みの方を除く）
▷消防士（高卒程度）
　昭和61年４月２日～平成10年４月１日に生
　まれ、採用後、鶴岡市に居住することができ
　る方で、普通自動車運転免許（ＡＴ車限定を
　除く）を有する方及び平成28年４月末まで
　に取得見込みの方

■試験日時
▷１次試験　９月20日○日 午前10時
▷２次試験　１次試験合格者を対象に10月下
　旬実施予定（消防士は11月中旬実施予定）

「市の魚」制定

■試験会場
▷管理栄養士・初級行政　総合保健福祉センター「にこ♥ふる」
　（２次試験は市役所本所）
▷消防士　消防本部（２次試験も同じ）

■申込み受付
▷７月15日○水 ～８月14日○金 に、申込書を市役所本所職員課へ
　（郵送の場合は８月14日○金 までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続き可

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及び消防本部総
　務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」と朱
　書きし、140円分の切手を貼った返信用封筒（宛先を明記
　したA４判用の角形２号封筒。折り畳んでも構いません）、
　応募職種・連絡先を記入したメモを同封して、市役所本
　所職員課（〒997‐8601市内馬場町９‐25）へ
▷市HP「人事・職員採用」からダウンロードすることもで
　きます

全国豊かな海づくり大会が山形県で開催されることと合併10周年を記念して「市の魚」を制定します

「市の魚」についてご意見をお寄せください
■問本所農山漁村振興課☎内線558

　各分野から選出された方で構成される「鶴岡市市の魚制定委員会」で検討を進め、次の10種類を候補に選
定しました。この中から市の魚にふさわしいと思うものを２つまで選んで応募してください。皆さんの意見を
参考にしながら同委員会で、９月に決定する予定です。
○候補の魚種と選定理由
クロダイ【お殿様推奨】…庄内藩
主が武士の心身鍛錬として磯釣り

（クロダイ釣り）を推奨していた歴史
がある。遊漁者に人気が高い。

マダイ【おめでタイ　魚の殿様】…
お祝い事に欠かせないめでたい魚。
本市のどの漁港でも水揚げされる魚
であり、水揚げ高も多い。

トラフグ【これから期待の新魚種】
…10年ほど前からまとまった水揚
げがある。築地市場に活魚出荷され、
高評価を得ている。

サクラマス【庄内に春を告げる魚】
…山形県の「県の魚」。森・川・海の
つながりのシンボル的な魚。本市の
春の祭事食。

紅えび【庄内浜の赤く輝く宝石】…
ホッコクアカエビの庄内地方での呼
び名。手軽に食べられるため人気。
特に鼠ケ関港で多く水揚げされる。

ヒラメ【安定した主力魚種】…底
引き網漁業、刺し網漁業、一本釣り
漁業等、多くの漁法の捕獲対象とな
っている主力魚種。

マダラ【庄内の冬の名物　寒ダラ汁】
…寒の時期にとれるマダラのことを
寒ダラといい、寒ダラ汁は冬の庄内
の名物料理として知名度が高い。

ハタハタ【大黒様のお歳夜】…毎
年12月９日の大黒様のお歳夜で、田
楽にして食べられる伝統食。水揚げ
高も多い。

口細カレイ【藤沢周平文学に多く
登場】…マガレイの庄内地方での呼
び名。藤沢作品には多数の庄内の味
覚が登場するが、その代表格。

ズワイガニ【日本海の冬の味覚の
王様】…全国的に水揚げされるが、
本県では１か月早く10月に漁が解
禁される。築地市場に活魚出荷され、
高評価を得ている。

○応募　７月21日○火 まで応募用紙を本所農山漁村振興課へ
▷応募用紙は本所農山漁村振興課及び各地域庁舎産業課に
　設置。市HPからダウンロードすることもできます
▷応募いただいた方の中から、抽せんでペア20組に加茂水
　族館無料入場券を進呈します
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平成27年度～ 29年度

65歳以上の方の介護保険についてお知らせします
介護保険

　介護保険制度は高齢者等の介護を社会全
体で支える仕組みであり、介護保険料は介
護サービスを提供するための財源となる大
切なものです。今後３年間（第６期〈平成
27年度～ 29年度〉）に見込まれる要介護
認定者数や介護保険給付費などを推計し、
第６期介護保険事業計画を策定しました。
この計画に基づいて改定した65歳以上の
方の介護保険料についてお知らせします。

○介護保険法が改正されました

①平成27年８月から、一定以上の所得がある方の介護サービ
　ス利用時の負担割合は２割です　　　　
　要支援・要介護認定を受けている方全員に「介護保険負担割
合証」を交付します。割合証には、負担割合（１割または２割）
が記載されています。適用期間は８月１日～翌年７月31日(毎
年更新)です。　
②８月に、月々の負担額の上限（高額介護サービス費の基準）
　が変わります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　世帯の中に、課税所得145万円以上の65歳以上の方がいる
場合、負担額の上限が３万7,200円から４万4,400円に引き上
げられます。　
③８月に、食費・部屋代の軽減を受けられる要件が変わります
　世帯全員が非課税であることに加え、次の２点も新たに要件
となります。　
■世帯分離している場合も含めて、配偶者が非課税であること
■本人と配偶者の預貯金の合計額が2,000万円（配偶者がいな
　い場合は1,000万円）以内であること
④８月に、特別養護老人ホームの多床室の室料が変わります　
　多床室の室料が１日当たり370円から840円に引き上げられ
ます。
■対特別養護老人ホームまたはショートステイで多床室を利用し、
　食費・部屋代の負担軽減を受けていない方
⑤平成27年４月から、特別養護老人ホームに入所できるのは  
　原則、要介護３以上の方です　　　　　　　　
　要介護１や２の方であっても、やむを得ない事情がある場合
は、特例的に入所できます。

《65歳以上の方に平成27年度の介護保険料決定通知書をお送りします》

　平成27年度介護保険料決定
通知書は、平成26年中の本人
の所得と家族の市民税課税状況
に基づいて計算した年間の保険
料をお知らせするものです。同
封の「介護保険料のあらまし」
と併せてご確認ください。

○本市の介護保険事業の現状と今後の予測

◆高齢化の進行と要介護等認定者数の増加
　本市の平成26年度の高齢化率は30.8％で
すが、29年度には33.0％まで上昇すること
が推計されます。
　また、26年度の要介護認定者数は８,783人
で、25年度と比較すると231人の増加とな
っています。高齢化率とともに、今後も増加
傾向で推移することが見込まれます。
◆介護保険給付費の増加　　
　26年度の介護保険給付費の見込額は143
億3,000万円です。25年度と比較すると５億
2,000万円の増額となっており、今後もこの
増加傾向は続くことが見込まれます。
◆介護保険に係る費用の負担割合
　介護保険に係る費用の財源は、半分が国や
県、市の公費（税）で、残りの半分は被保険
者の保険料で賄われています。本市の27年
度～29年度の３年間の介護保険に係る費用
は約462億円と推計され、このうち22％は
65歳以上の方の保険料が財源です。

○介護保険料の改定

　今回の改定は、これまでの保険料と比較し
増額となります。介護を必要とする方に安定
したサービスを提供するために、ご理解をお
願いします。

■発送日　　７月15日○水
■納付方法　▷特別徴収（年金からの差引き）…一定の条件を満たした方は年金
　　　　　　　支給月（４・６・８・10・12・来年２月）に年金から差し引きます
　　　　　　▷普通徴収（納付書または口座振替）…通知書に同封の納付書また
　　　　　　　は口座振替で納付します。納期は年８回（７月～来年２月の毎
　　　　　　　月）です
　　　　　　※特別徴収から普通徴収への切替えはできません。

▷介護保険料に関すること
　本所長寿介護課☎内線183または各地域庁舎市民福祉課へ
▷介護保険法の改正に関すること
　①本所長寿介護課☎内線188または各地域庁舎市民福祉課へ
　②　　　〃　　　☎内線182　　　　　　〃
　③～⑤　〃　　　☎内線194　　　　　　〃

介護保険に関するお問合せはこちらへ
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か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
以
上
の
方
に
交
付
し
て
い
ま

健
康
・
福
祉

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
運
動 

よ
い
歯
の
長
寿
賞
表
彰

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
10
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
以
前

に
表
彰
を
受
け
た
方
を
除
く
）　

■
応
募
方

法　

７
月
21
日
○火
～
８
月
19
日
○水
に
市
内
各

歯
科
診
療
所
へ
（
そ
の
場
で
無
料
歯
科
健
診

を
行
い
ま
す
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
４
ま
た
は
市
内
各
歯
科
診
療
所

へ
家
族
介
護
慰
労
金
を 

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
（
相
当
と
認
め

ら
れ
る
方
を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
１
年
間
利
用
し
て
い
な
い
寝
た
き
り
高

齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方　

■

支
給
額　

10
万
円　

■持
印
鑑
、
介
護
者
名
義

の
市
内
金
融
機
関
預
金
通
帳　

■申
７
月
６
日

○月
～
17
日
○金
に
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

耳
と
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
８
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

民
生
委
員
児
童
委
員
が　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
５
民
生
区
（
第
五
学
区
）
…
秋
田
谷

博
（
朝
暘
町
南
）　

▽
第
12
民
生
区
（
三
瀬

地
区
）
…
川
上
恵
（
主
任
児
童
委
員
）　

▽

温
海
地
区
（
温
海
地
域
）
…
大
川
勝
昇
（
湯

温
海
９
～
16
部
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線

１
３
９昨

年
度
に
引
き
続
き
給
付
金
を
支
給
し
ま
す　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

■対
今
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民
登
録

の
あ
っ
た
方
で
、
平
成
27
年
度
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
（
市
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
等
を
除

く
）　

■
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ

き
６
、０
０
０
円　

■
支
給
時
期　

10
月
以

降　

■
申
請
期
間　

８
月
３
日
○月
～
来
年

２
月
３
日
○水　

■
申
請
方
法　

７
月
末
に
、

仮
判
定
で
支
給
対
象
と
な
っ
た
方
へ
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入

れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い　

■
給
付
金
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い　

市
や
厚
生
労
働

省
の
職
員
が
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
の
操
作
や

手
数
料
の
振
り
込
み
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
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現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
で
す
。

▼
生
計
維
持
確
認
届　

加
算
額
対
象
者
の
い

る
方
が
加
算
額
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、
生
計
維
持
関
係
の
証
明
を
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
、
資
産
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
同
封
の
「
国
民
健
康
保
険
税
の

し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
15
日
○水　

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
・
６
・
８
・
10
・
12
・
来

年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す　

▽

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…

同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は
年
９
回
（
７

月
～
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本
所
課

税
課
☎
内
線
２
０
５

市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産 

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
22
日
○水　

■時
受
付
…
午
前
８
時
50
分　

入
札
…
９
時
30
分　

■場
本
所
６
階
大
会
議
室　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１　

■他
市
HP

「
公
売
情
報
」
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す
。
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
（
１
日
生

ま
れ
の
方
は
誕
生
月
か
ら
）
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
た
に
該
当
に
な
る
方
に
は
、
該

当
月
の
前
月
末
ま
で
お
送
り
し
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
５
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す
。
８
月
１

日
○土
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

平
成
26
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
た

確
定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

▼
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
方
で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
方
は
、
原
則
、
年
６
期
に
分
け

て
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
へ
の
変
更
可
（
市
役
所
へ
の
申
出

書
の
提
出
が
必
要
）。 

▽
普
通
徴
収
（
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
）　

年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
方
で
、
介
護
保
険
料
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
普
通
徴
収
で
す
。

納
期
は
年
８
回（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す
。

▼
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

た
方　

加
入
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料
が
発

生
し
ま
す
。
加
入
月
に
よ
っ
て
期
割
の
計
算
、

納
付
方
法
等
が
異
な
る
の
で
、
保
険
料
額
決

定
通
知
書（
加
入
月
の
翌
々
月
中
旬
に
送
付
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
計
算
の
仕
方　

保
険
料
は
、
加

入
者
の
所
得
状
況
、
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
平
等
に
負
担
し

て
も
ら
う
均
等
割
額
と
、
所
得
に
応
じ
て
負

担
し
て
も
ら
う
所
得
割
額
を
合
わ
せ
て
計
算

し
ま
す
。
今
年
度
の
均
等
割
額
は
１
人
年
額

３
万
９
、
５
０
０
円
、
所
得
割
率
は
７
・
８

４
％
で
す
。

▼
保
険
料
の
軽
減　

今
年
度
は
均
等
割
額
の

軽
減
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
所
得
が
少
な

い
方
へ
の
均
等
割
額
の
軽
減
と
し
て
、
９

割
（
軽
減
後
保
険
料
年
額
３
、
９
０
０
円
）、

８
・
５
割
（
同
５
、
９
０
０
円
）、
５
割
（
同

１
万
９
、
７
０
０
円
）、
２
割
（
同
３
万
１
、

６
０
０
円
）
が
あ
り
、
世
帯
の
所
得
で
割
合

を
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
本
人
の
所

得
が
91
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
割
額
が

半
額
と
な
る
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
及
び
後
期

高
齢
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、
毎
年
見
直
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
の
所
得
が
一

定
以
上
あ
る
方
は
、
自
己
負
担
割
合
が
３
割

と
な
り
ま
す
が
、
申
請
に
よ
っ
て
１
割
ま
た

は
２
割
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
割
負
担
と
な
っ
て
い
る
方

に
基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
（
課
税
資
料
で
明
ら
か
に
基
準
を
超
え

る
と
判
断
さ
れ
る
方
に
は
送
付
し
て
い
ま
せ

ん
）。
同
封
し
た
説
明
書
に
記
載
し
て
あ
る

基
準
額
を
下
回
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
７
月

17
日
○金
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

20
歳
前
障
害
や
福
祉
年
金
移
行
の
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

日
本
年
金
機
構
か
ら「
所
得
状
況
届
」・「
障

害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）」・「
現
況
届
」・

｢

生
計
維
持
確
認
届｣

を
お
送
り
し
ま
す
（
１

枚
の
届
け
で
複
数
の
届
け
を
兼
ね
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
）。
７
月
31
日
○金
ま
で
本
所

国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅

れ
る
と
年
金
受
給
に
支
障
が
出
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
状
況
届　

毎
年
提
出
が
必
要
な
も
の

で
す
（
現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
方
も
、
所

得
状
況
届
の
提
出
は
必
要
）。
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
年
金
の
一
部
ま
た
は

全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

▼
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）　

引
き
続

き
障
害
等
級
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た

め
に
提
出
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
心
電
図
の
提
出
が
必
要
な

方
は
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届　

引
き
続
き
年
金
を
受
給
す
る
権

利
が
あ
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
提
出

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
年

金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
申
し
出
た
方
は
、
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小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■対
小
学
生　

■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■対
中
学
生　

■内
税
に
関
す
る
内
容

で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０
０

字
以
内
）

▼
共
通　

■申
８
月
28
日
○金
ま
で
本
所
納
税
課

☎
内
線
２
１
９
へ　

■他
入
賞
者
に
は
賞
状
と

副
賞
を
進
呈
し
ま
す

生
活
・
そ
の
他

地
域
ご
と
に
開
催
し
ま
す 

成
人
式
の
ご
案
内

　

８
月
に
開
催
す
る
成
人
式
の
案
内
は
、
７

月
中
旬
に
対
象
の
方
（
平
成
６
年
４
月
２
日

～
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
各
地
域
の
中
学

校
卒
業
生
・
現
在
住
者
）
に
送
付
し
ま
す
。

▼
藤
島　

■日
８
月
12
日
○水
午
前
11
時　

■場
藤

島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
64
‐
５
８
１
３

▼
朝
日　

■日
８
月
14
日
○金
午
前
９
時
30
分

■場
す
ま
い
る　

■問
朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課
☎

53
‐
２
１
１
１

▼
櫛
引　

■日
８
月
14
日
○金
午
後
１
時
30
分

■場
・
■問
櫛
引
公
民
館
☎
57
‐
５
６
７
０

▼
羽
黒　

■日
８
月
15
日
○土
午
後
１
時　

■場
羽

黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
羽
黒
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
62
‐
２
１
１
１

▼
温
海　

■日
８
月
15
日
○土
午
後
３
時　

■場
・

■問
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
４
４
１

１

▼
鶴
岡　

■日
来
年
１
月
10
日
○日
午
後
１
時
30

分　

■対
平
成
７
年
４
月
２
日
～
８
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
６　

■他
個
人
に
案
内
は
し
ま
せ
ん

入
居
者
募
集

▼
市
営
住
宅

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

岡鶴
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
３

城
南
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

日朝
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

海温
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

黒羽
荒
川
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

９
月
中
旬
以
降　

■申
７
月
１

日
○水
～
21
日
○火
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・

温
海
）
へ　

■他
入
居
資
格
要
件
あ
り
。
調
査

の
上
、
入
居
を
決
定
し
ま
す
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
。
応
募
が
な
か
っ
た
住
戸
は

落
選
者
を
対
象
に
２
次
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

一
部
住
戸
は
世
帯
状
況
に
応
じ
た
優
先
選
考

で
す

「
公
社
タ
ウ
ン
高
専
前
」　　
　

宅
地
分
譲
募
集

■
募
集
区
画　

１
区
画
（
約
80
坪
。
４
５
８

万
２
、
０
０
０
円
。
店
舗
付
住
宅
可
）　

■申

山
形
県
住
宅
供
給
公
社
・
嶋
案
内
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
３
０
３
‐
９
７
８
ま
た
は

本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
３
へ　

■他
先
着

順
。
分
譲
紹
介
制
度
（
紹
介
者
に
10
万
円
進

呈
）、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
助

成
金
（
上
限
50
万
円
）
あ
り

津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
ま
す

　

地
震
に
よ
っ
て
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
、
津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
災
害
と
間

違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
伝
達
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
海
岸
部
の
各

地
区
で
避
難
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。
海
岸

部
に
お
住
ま
い
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■日
７
月
３
日
○金
午
後
２
時　

■
対
象
地
域

市
内
海
岸
地
区　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内

線
６
６
２

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
石
田
幸　

▽
地
主
幸
平　

▽
佐
藤
和
子　

▽
鈴
木
元
女　

▽
榎
本
玲
子　

▽
金
内
淳　

▽
加
藤
勝　

▽
大
川
慶
輝　

▽
石
川
正
廣　

▽
島
忠
一　

▽
五
十
嵐
信
樹　

▽
阿
部
英
子　

▽
成
澤
礼
子　

▽
島
津
玄
眞　

▽
小
南
孝
子　

▽
手
塚
柳
治　

▽
村
田
仁
美　

▽
宅
井
洋
子

▽
五
十
嵐
孝
雄　

▽
平
藤
博
巳　

▽
長
南
征

子　

▽
帯
刀
春
男　

▽
本
間
晴
美　

▽
齋
藤

俊
美　

▽
五
十
嵐
英
司　

▽
五
十
嵐
要
一　

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〟 

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
等
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

７
月
21
日
○火
～
８
月
20
日
○木

■
運
動
の
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と

い
じ
め
・
非
行
防
止　

▽
子
供
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・

山
・
川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な
犯
罪
等

の
防
止　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６

３
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
強

調
月
間
で
す
。
全
国
一
斉
に
街
頭
広
報
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や

か
に
育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の

願
い
で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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各
分
室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
の

本
所
・
各
支
所
へ　

■他
市
HP
。
応
募
し
た
方

の
氏
名
、
借
受
け
を
希
望
す
る
農
用
地
等
の

種
類
・
面
積
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表

し
ま
す
。
平
成
26
年
度

に
応
募
し
た
方
は
、
内

容
に
変
更
が
な
け
れ
ば

申
込
み
不
要
で
す
（
変

更
が
あ
る
場
合
の
み
変

更
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
）。

「
生
産
資
材
等
高
騰
緊
急
対
策

資
金
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

燃
油
や
飼
料
価
格
等
の
生
産
資
材
の
高
騰

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
農
林
漁
業
者
の
方

に
対
し
、
無
利
子
の
運
転
資
金
を
融
資
し
ま

す
。

■対
農
業
（
畜
産
、
き
の
こ
類
栽
培
を
含
む
）

ま
た
は
漁
業
を
営
む
方　

■
償
還
期
限　

５

年
（
据
置
期
間
な
し
）　

■
貸
付
期
間　

12

月
31
日
○木
ま
で
　
■
取
扱
融
資
機
関　

農
協
、

酪
農
協
、
漁
協
、
山
形
銀
行
、
荘
内
銀
行
、

き
ら
や
か
銀
行
、
鶴
岡
信
用
金
庫　

■問
本
所

農
政
課
☎
内
線
５
７
８　

■他
県
HP

平
成
26
年
度 

日
本
赤
十
字
社

鶴
岡
市
地
区 

決
算
・
活
動
報
告

　

多
額
の
社
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
社
費
収
納
会
計　

■
社
費
合
計　

２
、
４

９
０
万
１
、
５
５
０
円　

■
社
員
数　

個
人

…
３
万
１
、
５
８
２
人　

法
人
…
６
４
１
件

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
社
費
は
全
額
を
日
本

赤
十
字
社
山
形
県
支
部
に
送
金
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
救
護
施
設
の
運

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物

詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

し
か
し
、
お
も
ち
ゃ

と
は
い
え
原
料
は
火

薬
で
す
。
安
全
に
楽

し
む
た
め
、
注
意
書

や
使
用
法
を
よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い　

▽
風
の

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い　

▽
花
火

の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽
服
に

火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

鶴
岡
市
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

「
ほ
っ
と
安
心
」見
守
り
ネ
ッ
ト
つ
る
お
か

　

市
内
に
居
住
す
る
認
知
症
の
方
等
が
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
登
録
さ
れ
た

情
報
を
共
有
し
、
警
察
を
含
め
た
地
域
の
協

力
の
下
で
早
期
発
見
・
早
期
保
護
に
努
め
ま

す
。
徘は
い
か
い徊
の
心
配
の
あ
る
高
齢
者
等
の
情
報

を
事
前
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■申
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０

ま
た
は
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る 

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
理
解
を

　

７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防
除

作
業
を
実
施
し
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

作
業
中
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
絶
対
に
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
早
朝
や
夕
方

を
中
心
に
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
音

等
へ
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
街
に 

犬
や
猫
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す

　

市
に
は
、
犬
や
猫
に
つ
い
て
の
苦
情
相
談

が
年
間
70
件
以
上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多

く
が
鳴
き
声
や
ふ
ん
尿
被
害
、
野
良
猫
へ
の

不
適
切
な
餌
や
り
に
つ
い
て
の
苦
情
で
す
。

特
に
野
良
猫
の
被
害
は
深
刻
で
す
。
野
良
猫

へ
の
無
責
任
な
餌
や
り
の
結
果
、
特
定
の
場

所
に
多
数
の
猫
が
居
着
き
、
周
辺
へ
の
被
害

が
大
き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
餌

を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ふ
ん
の
始
末
か
ら

繁
殖
制
限
に
至
る
ま
で
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
自
分
で
責
任
が
持
て
な
い
場
合
は
、
決

し
て
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る　
　

農
地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

考
え
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用
地

等
の
借
受
け
を
希
望
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

鶴
岡
、
藤
島
、
羽
黒
、

櫛
引
、
朝
日
、
温
海
の
６
区
域
（
複
数
の
区

域
を
希
望
す
る
場
合
は
区
域
ご
と
に
申
込
み

が
必
要
）　

■申
来
年
３
月
10
日
○木
ま
で
（
平

成
28
年
度
か
ら
借
受
け
を
希
望
す
る
場
合
は

１
月
８
日
○金
ま
で
）農
業
委
員
会
事
務
局（
藤

島
庁
舎
）
☎
64
‐
５
８
６
８
、
農
業
委
員
会

営
等
多
く
の
事
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
会
計
決
算

鶴岡市地区会計
歳 入

973万9,386円

鶴岡市地区会計
歳 出

973万9,386円

県支部支出金
49万円

社員募集管理事務費
87万7,834円

人件費
76万7,150円

運営協議会費
20万996円海浜救護所関係費

9万円 災害等資金積立金
49万6,881円

各種助成金
72万8,000円
各種助成金
68万3,472円

協力団体交付金等
202万8,115円
協力団体交付金等
202万1,259円

積立金取崩額
426万9,076円

災害救護費
460万1,794円

積立金取崩額
426万9,076円

災害救護費
460万1,794円

県支部交付金
498万310円
県支部交付金
498万310円

▼
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
実
績　

平
成
23

年
３
月
12
日
か
ら
27
年
３
月
31
日
現
在
ま
で
、

本
市
に
は
１
億
９
４
１
万
円
の
義
援
金
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
８
、
６
２
５

万
円
は
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
者
支
援
の
た

め
に
送
金
し
ま
し
た
。
な
お
、
義
援
金
の
募

集
は
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て

　

近
所
の
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
古
く
な

り
、
破
損
し
て
い
ま
す
。
近
く
の
小
学

校
の
通
学
路
に
面
し
て
い
る
の
で
、
地

震
が
起
き
て
崩
れ
た
ら
、
子
供
が
け
が

を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
も
、

で
き
れ
ば
所
有
者
が
自
主
的
に
点
検
・

整
備
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
解
体
費

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　

本
市
で
は
、
特
に
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
お
け
る
児
童
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
促
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
学
校
の

通
学
路
等
に
面
し
、
地
震
時
に
倒
壊
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・

石
塀
等
を
解
体
す
る
際
の
費
用
を
補
助

す
る
制
度
で
す
。

　

調
査
の
上
、
補
助
対
象
と
な
る
か
判

定
し
ま
す
。
申
込
み
の
前
に
本
所
建
築

課
☎
内
線
４
８
４
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

QＡ

106

写真の可能性にひかれて

美術家、写真家。東京藝術大学美術学部教授。懐中電灯や
鏡を用いて光の軌跡を写真に描き出す作品で国内外から高
い評価を得る。平成26年度芸術選奨文部科学大臣賞を受賞。
鶴岡市合併・市制施行10周年　鶴岡アートフォーラム開館
10周年記念特別展覧会・市民交流プログラム「佐藤時啓‐
TSURUOKA，2015‐」の作品制作のため来鶴。山形県出身。

佐
さ と う

藤 時
と き ひ ろ

啓 さん

撮影の様子（４月23日／致道博物館）

　自分が一番夢中になれること、それは「体を動か
して何かを創ること」です。生まれ育った町・酒田
の映画館や図書館に高橋剛氏の彫刻が展示されてい
たのですが、その彫刻に憧れていたことも影響した
のかもしれません。高校生の頃は、絵を描いたり彫
刻を創ったりしていました。そして得意なことを続
けていこうと大学に進学し彫刻を専攻しました。
　古典から現代までの彫刻を学び、画廊などで作品
を発表してきましたが、「彫刻とは何だろう」と悩
むこともありました。彫刻以外の方法で自分を表現
したいと考え、学生時代から趣味にしていた写真に
着目しました。ある夜、カメラのシャッターを開い
たままにして、手に持った懐中電灯で光の線を暗闇
の中に描く実験を行ったのですが、現像された写真
を見て驚きました。自分の目に見えていた像と全然

違う像が現れていたのです。
これがきっかけで「写す」こ
とに関心が高まり、様々な撮

影技法を用いた作品制作に取り組んでいます。
　自分の体を動かして作品を創っていく感覚は、彫
刻も写真も同じです。ただ写真はカメラという機械
を通すので、自分の想像を超えた新しい発見に出
会えることがある。写真の一番面白いところです
し、目に見えているものとカメラで写されるものと
の「ずれ」の中に、表現の可能性があると考えてい
ます。カメラの性能も向上していますので、いろい
ろなことに挑戦していきたいですね。
　７月18日○土 から８月23日○日 まで鶴岡アートフォ
ーラムで開催する同展覧会では、市民の皆さんと５
回にわたる町歩きで面白いものを見付け、撮影した
作品を展示します。晴れたり雨が降ったり、ふぶい
たりした中で撮影し、どれも印象深い写真になりま
した。鶴岡だと分かる写真もあれば、分からない写
真もありますので、住み慣れたまちの風景を通して、
新しい魅力に触れることができると思います。同展
覧会に足を運んでもらえたらうれしいです。
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◆
補
助
対
象　

調
査
に
お
い
て
危
険
と

判
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
で
、
道
路

か
ら
の
高
さ
が
１
ｍ
（
擁
壁
上
に
設
置

し
て
あ
る
場
合
は
60
㎝
）
を
超
え
る
も

の◆
補
助
金
額　

次
の
う
ち
い
ず
れ
か
低

い
額
（
上
限
８
万
円
）　

▽
解
体
に
要

す
る
工
事
費
の
２
分
の
１
の
額　

▽
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
解
体
面
積
に
４
、
０
０

０
円
を
乗
じ
た
額

◆
申
込
み　

12
月
28
日
○月
ま
で
本
所
建

築
課
へ
（
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
す
る

た
め
、期
限
前
に
終
了
す
る
場
合
あ
り
）

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
私
有
財
産
は
所
有

者
の
責
任
で
管
理
す
る
の
が
基
本
で
す
。

日
頃
か
ら
危
険
箇
所
が
な
い
か
点
検
す

る
な
ど
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
本
市
で
は
「
木
造
住
宅
耐
震

診
断
事
業
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
、

在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
２
階
建
て

以
下
の
戸
建
住
宅（
そ
の
他
要
件
あ
り
）

先
着
15
戸

◆
個
人
負
担
額　

１
万
３
、
０
０
０
円

（
診
断
費
用
13
万
円
の
う
ち
９
割
を
市

が
補
助
）

◆
申
込
み　

12
月
28
日
○月
ま
で
本
所
建

築
課
へ

〈
本
所
建
築
課
〉

隔月連載

スクールライフ！
鶴岡市にある10校の高等学校と高等専門学校。
その学校ならではの取り組みや活動を生徒・学生が紹介します。

No. ８　目指せ！グローカルエンジニア／鶴岡高専

[ 学校概要 ]　○創立…昭和38年　○５年間の一貫した技術教育で
準学士（工学）の学位を取得でき、その後２年間の専攻科を経て学
士(同)の取得も可能　○平成27年度に、全員が「創造工学科」に入
学し、２年生で専門コースに分かれる新制度がスタート　○地域

☆実験・実習プログラム  ～次世代の技術者を目指して～

☆国際交流  ～世界で活躍できるエンジニアを目指して～　

紹介者（左から）
本間　海斗さん

（物質工学科 2 年生）
伊藤　千紗さん

（物質工学科２年生）

貢献活動の一環として「飛島テクノパラメ
ディック（技術の救急隊）」を毎年実施。酒
田市飛島の住民の生活用品を修理している　

　今年３月、私たちはシンガポールに16
日間の語学研修に行って、協定校での英語
の授業や学生との交流、現地の日本企業の
見学などをしました。授業では、自分たち
で決めたテーマについて発表するのです
が、伝えたいことを英語で発表するのは大
変でした。でも、現地の学生とのコミュニ
ケーションはとても楽しかったです。

　この研修に参加したことで、もっと英
語の力を身に付けたいと思いました。そ
して、将来、世界で活躍できるエンジニ
アになるため
に、これから
も海外のこと
を勉強してい
きたいです。 シンガポールでの語学研修

　物質工学科では、物質の成分
や元素の種類の分析、ＤＮＡを
使うバイオの実験などをします。
実験には結果を予測して臨みま
すが、予測と違った結果になった
場合はレポートを作成して、原
因をしっかり分析することが大

事です。また、実験では危険な薬品を扱うことが多いの
で、先生の指示をきちんと聞くように心掛けています。
　私の夢は、Ｓｐｉｂ e ｒ㈱が開発した「ＱＭＯＮＯＳ」
のような、世界に通用する新素
材を開発することです。いろい
ろな実験をすることでレベル
アップして、夢を叶えるために
頑張っていきます。

　私には、月面の環境に対応する
ロボットを創りたいという夢があ
り高専に入りました。
　機械工学科では、旋盤やフライ
ス盤など、たくさんの機械を使っ
た実習をします。学年が上がるに
つれて使える機械が増えていくの
で楽しいです。でも、操作を誤るとけがにつながること
もあるので、注意して実習に臨んでいます。
　高専の卒業生の就職率が高いのは、企業のニーズに応

えられる技術者が多いからだと
思います。私も先輩たちのよう
な技術者になれるように、更に
技術を磨いて、夢に向かって進
んでいきたいです。

紹介者
足達　瑛さん

（機械工学科２年生）

物質工学科の実験 機械工学科の実習

紹介者
池田　尚平さん

（物質工学科２年生）
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催
し

山
開
き

▼
月
山
山
開
き　

■日
７
月
１
日
○水　

■他
７
月

11
日
～
８
月
９
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
５
時
～
11
時
頃
は
月
山
公
園
線
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
等
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

交
通
誘
導
員
の
設
置
や
交
通
規
制
を
実
施
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
羽
黒
庁
舎

観
光
商
工
室
（
い
で
は
文
化
記
念
館
）
☎
62

‐
４
７
２
７
へ

▼
湯
ノ
沢
岳
・
山
開
き
登
山　

■日
７
月
26
日

○日
午
前
７
時
～
午
後
４
時
（
湯
ノ
沢
岳
登

山
口
集
合
）　

■持
昼
食
等　

■問
あ
さ
ひ
む
ら

観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１　

■他
下
山
後

直な
お
ら
い会
あ
り
（
会
費
５
０
０
円
。
当
日
申
込
み

可
）海

開
き

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場　

■日
７
月
17
日
○金
～
８

月
23
日
○日　

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎

75
‐
２
２
５
８

▼
由
良
海
水
浴
場　

■日
７
月
17
日
○金
～
８
月

16
日
○日　

■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73
‐
２

２
５
０

▼
三
瀬
海
水
浴
場　

■日
７
月
17
日
○金
～
８
月

16
日
○日　

■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３
０
３

５　▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■日
７
月
17

日
○金
～
８
月
16
日
○日　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会

☎
43
‐
３
５
４
７

▼
小
波
渡
海
水
浴
場　

■日
７
月
18
日
○土
～
８

月
16
日
○日　

■問「
こ
ば
と
荘
」
内
小
波
渡
観

光
協
会
☎
73
‐
２

２
５
２

▼
加
茂
レ
イ
ン
ボ

ー
ビ
ー
チ　

■日
７

月
25
日
○土
～
８
月

16
日
○日　

■問
加
茂

地
区
自
治
振
興
会

☎
33
‐
３
０
２
３

月
山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場 

夏
や
す
み
自
然
教
室

■日
７
月
11
日
○土
～
８
月
16
日
○日　

■内
イ
ワ
ナ

つ
か
み
ど
り
炭
火
焼
き
・
ま
き
ま
き
パ
ン
焼

き
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
工
作
等　

■場
・
■問
同
キ

ャ
ン
プ
場
☎
54
‐
６
６
０
６　

■他
市
観
光
連

盟
HP
。
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
野
菜
も

ぎ
取
り
体
験
も
あ
り

 

鼠
ケ
関
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

■日
７
月
11
日
○土
～
８
月
16
日
○日　

■場
鼠
ケ
関

港　

■費
大
人
…
３
、
０
０
０
円   

子
供
…
２
、

０
０
０
円
（
貸
切
り
運
行
は
１
回
２
万
２
、

０
０
０
円
）　

■申
乗
船
前
日
午
後
５
時
ま
で

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ　

■他

同
協
会
HP

出
会
う
、
つ
な
が
る　
　
　
　
　

「
こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ
」

■日
７
月
12
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地　

■内
農
産
物
・
加
工
品
・

雑
貨
等
販
売
、
季
節
や
地
域
の
暮
ら
し
を
楽

し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
櫛
引
庁
舎
総
務

企
画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
櫛
引
グ
ル

ー
プ
」
事
務
局
☎
内
線
２
５
８　

■他
こ
し
ゃ

っ
て
マ
ル
シ
ェ
HP

た
に
し
の
楽
校
講
演
会

■日
７
月
12
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
旧
大
網

小
田
麦
俣
分
校　

■内「
地
方
創
生
：
四
季
の

学
校
・
谷
口
の
活
動
か
ら
…
」
阿
部
進
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
の
学
校
・
谷
口
「
よ
み
が
え

る
廃
校
全
国
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
」
事
務
局
）

■問
た
に
し
の
楽
校
事
務
局
（
南
）
☎
22
‐
９

６
９
６

読
書
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
・
市
民
の
集
い 

片
山
善
博
講
演
会

■日
７
月
12
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内「
読
書
環
境
と
知
の
地
域
づ
く
り
」   

片
山

善
博
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）　

■費
５
０

０
円　

■問「
読
書
の
ま
ち 

鶴
岡
」
宣
言
を
す

す
め
る
会
事
務
局

鼠
ケ
関
キ
ャ
ン
プ
場

■日
７
月
17
日
○金
～
８
月
16
日
○日　

■費
テ
ン
ト

サ
イ
ト
（
電
源
な
し
）
…
２
、
０
０
０
円

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
（
駐
車
料
金
含
む
）
…

３
、０
０
０
円　

駐
車
料
金
…
７
０
０
円（
小

学
生
以
上
は
別
途
入
場
料
１
人
１
０
０
円
）　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

世
界
の
ビ
ー
ル
と
だ
だ
ち
ゃ
豆
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

■日
７
月
17
日
○金
～
19
日
○日
、
８
月
６
日
○木
～

８
日
○土
午
後
５
時
～
９
時
（
７
月
18
日
○土

の
み
正
午
～
午
後
９
時
）　

■場
マ
リ
カ
広
場　

■問
㈱
Ｆ
ｕ
‐
Ｄ
ｏ
（
今
野
）
☎
25
‐
０
１
０

０
致
道
博
物
館                    

白
土
会
展

■日
７
月
18
日
○土
～
29
日
○水
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■内
新
庄
市
を
中
心
と
す
る
美
術
団
体

の
作
品
展
示　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生

…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年　

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展
覧
会

佐
藤
時
啓
‐
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
，２
０
１
５
‐

■日
７
月
18
日
○土
～
８
月
23
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分
（
毎
週
金
曜
・
土
曜
日
は
午

後
６
時
30
分
ま
で
。入
場
は
閉
場
の
30
分
前
）　

■
休
館
日　

７
月
21
日
○火
・
27
日
○月
、
８
月

17
日
○月　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

高
校
生
…
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加
も
可
）　

■申
７
月
22
日
○水
ま
で
本
所
地
域

振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」

事
務
局
☎
内
線
５
８
６
へ

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部　
　
　
　

鶴
岡
市
民
囲
碁
大
会

■日
７
月
20
日
○月
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
鶴
岡
市
長
杯
…
四
段
以
上　

鶴
岡
支
部
長

杯
…
三
段
以
下　

■問
同
支
部

七
・
二
四 

奥
の
細
道         

六
十
里
越
街
道
俳
句
大
会

■日
７
月
24
日
○金
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時　

■場
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内

吟
行
、
投
句
（
嘱
目
２
句
）　

■費
１
、
５
０

０
円
（
昼
食
代
等
）　

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財　
　
　
　
　

黒
川
能
野
外
能
楽「
水
焰
の
能
」

■日
７
月
25
日
○土
午
後
５
時　

■場
櫛
引
総
合
運

動
公
園
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）　

■内
櫛
引
東
小
児
童
（
舞
囃
子
）、
黒
川

能
上
座
（
能
「
船
弁
慶
」、
狂
言
「
針
立
雷
」、

能
「
猩
々
」）　

■費
前
売
り
券
１
、
０
０
０
円

（
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し
、
中
学
生
以
下

無
料
）　

■
前
売
り
券　

７
月
24
日
○金
ま
で
、

本
所
観
光
物
産
課
、
各
地
域
庁
舎
産
業
課
、

王
祇
会
館
及
び
櫛
引
公
民
館
で
販
売　

■問
櫛

引
庁
舎
産
業
課
☎
57
‐
２
１
１
５

月
山
ダ
ム
の
集
い

■日
７
月
26
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■内

ダ
ム
内
部
・
あ
さ
ひ
月
山
湖
・
月
山
発
電
所

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

３
０
０
円（
中
学
生
以
下
は
無
料
）　

■場
・
■問

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０　

■他
７
月
18
日
○土
、
８
月
15
日
○土
午
後
２
時
に

佐
藤
時
啓
氏
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
を
、

８
月
１
日
○土
・
22
日
○土
午
後
２
時
に
同
館
学

芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
を
開
催

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
７
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■内
レ
ス
キ
ュ
ー
・
起
震
車
地
震
体
験
、

消
防
車
両
・
資
機
材
等
展
示
説
明
、
庁
舎
見

学
ツ
ア
ー
、
炊
き
出
し
食
堂
等　

■問
消
防
署

警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１

山
形
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校  

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■日
７
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■内
学
校
説

明
会
、
各
学
科
説
明
、
施
設
見
学
、
体
験
学

習　

■場
・
■問
同
校
（
酒
田
市
）
☎
０
２
３
４
‐

31
‐
２
３
０
０　

■他
体
験
学
習
を
希
望
す
る

場
合
は
７
月
15
日
○水
ま
で
要
申
込
み

鶴
岡
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
・
か
た
ぐ
る
ま
合
同 

２
０
１
５
納
涼
夏
祭
り

■日
７
月
18
日
○土
午
後
４
時
30
分
～
７
時　

■内

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
、
天

使
の
笑
顔
写
真
展　

■場
・
■問
か
た
ぐ
る
ま（
鶴

巻
）
☎
28
‐
３
１
３
６

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

結
婚
相
談
会

■日
７
月
18
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥
ふ
る
）　

■対
結

婚
を
希
望
す
る
未
婚
の
方
20
人
（
本
人
参
加

を
優
先
受
付
。
親
子
や
友
達
同
士
等
で
の
参

見
学
等　

■場
・
■問
同
ダ
ム
管
理
所
☎
54
‐
６

７
１
１　

■他
同
ダ
ム
管
理
所
HP

恋
カ
ツ
婚
カ
ツ
支
援
×
商
店
街
活
性
化
!!

庄
内
コ
ン

■日
７
月
26
日
○日
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時
〈G

ood Luck C
afe

〉）　

■場
銀
座
商
店

街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
男
女
各
１

０
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５
０
０
円   

女
性

…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は
各
１
、
０
０
０

円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP
申
込
み
フ
ォ
ー

ム　

■問G
ood Luck C

afe

☎
25
‐
１
９
０

１
鶴
岡
養
護
学
校　

                   

ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

■日
７
月
30
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■対

高
校
生
及
び
大
学
生
30
人　

■内
学
校
紹
介
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講
義
、
生
徒
と
の

触
れ
合
い
、昼
食
交
流
等　

■費
２
０
０
円（
昼

食
代
）　

■場
・
■申
７
月
17
日
○金
ま
で
同
校
☎

24
‐
５
９
９
５
へ

大
宝
館〝
１
０
０
年
の
写
真
〟展

　

今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
大
宝
館
。
そ

の
歴
史
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

■日
７
月
30
日
○木
～
来
年
３
月
31
日
○木　

■場
・

■問
同
館
☎
24
‐
３
２
６
６

読
書
に
親
し
む
夏
休
み　
　
　
　

緑
陰
文
庫
を
開
設
し
ま
す

■日
７
月
31
日
○金
～
８

月
１
日
○土
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

■内
リ

サ
イ
ク
ル
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト　

■場
・
■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５

２
５市

民
登
山
「
月
山
」

■日
８
月
１
日
○土
午
前
５
時
15
分
～
午
後
４
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
志
津
→
リ
フ
ト
下

駅
→
リ
フ
ト
上
駅
→
姥
ヶ
岳
→
金
姥
→
牛
首

→
月
山
山
頂
→
仏
生
池
→
月
山
八
合
目　

■対

長
時
間
の
登
山
が
で
き
る
市
民
の
方
先
着
80

人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

■費
４
、

０
０
０
円　

■持
昼
食
、
保
険
証
、
軍
手
等　

■申
７
月
６
日
○月
～
17
日
○金
に
鶴
岡
市
民
健
康

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

へ
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
に
捧
ぐ           

没
後
50
周
年
記
念
講
演
と
ミ
ニ
独
唱
会

■日
８
月
１
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■内
講
演
…
「
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア

ー
に
宿
る
ゲ
ー
テ
の
生
へ
の
想
い
」
鈴
木
重

統
氏
（
北
海
道
医
療
技
術
短
期
大
学
名
誉
教

授
）、「
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
に
み
る
生
命
の

尊
厳
と
医
療
倫
理
」
品
川
信
良
氏
（
弘
前
大

学
名
誉
教
授
）　

独
唱
…
「
山
形
県
民
歌
」

「
菩
提
樹
」「
ア
べ
マ
リ
ア
」
等　

　

ふ
じ
し
ま
焼
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
８
月
２
日
○日
午
後
４
時
～
７
時　

■場
藤
島

体
育
館
北
側
芝
生
広
場　

■
前
売
り
券
（
完

全
前
売
り
制
）　

７
月
17
日
○金
ま
で
、
産
直

「
楽
々
」、
藤
島
庁
舎
産
業
課
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た

が
わ
本
所
・
藤
島
支
所
、
ふ
じ
し
ま
観
光
協

会
等
で
販
売　

■問
同
課
☎
64
‐
５
８
０
９
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刀
田
高
氏
（
山
梨
県
立
図
書
館
長
、
作
家
）　

■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５　

■他
要
整

理
券
（
同
館
ま
た
は
各
分
館
等
で
配
布
）

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
・
学
生
対
象      

庄
内
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

■日
８
月
18
日
○火
午
後
１
時
～
４
時
30
分　

■場

い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■対
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
、
平
成
25
年
３
月

以
降
に
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
・

能
力
開
発
専
門
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年

3
月
に
卒
業
見
込
み
の
方　

■内
企
業
採
用
担

当
者
と
の
個
別
面
談
（
庄
内
地
域
に
就
業
場

所
を
有
す
る
企
業
50
社
）　

■問
庄
内
総
合
支

庁
産
業
経
済
企
画
課
☎
66
‐
５
４
９
４

慶
應
義
塾
大
学
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー 

庄
内
セ
ミ
ナ
ー「
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
問
う
」

■日
８
月
28
日
○金
～
31
日
○月
（
３
泊
４
日
）

■場
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
休
暇
村
羽
黒

（
宿
泊
）
等　

■対
大
学
生
以
上
30
人　

■内
即

身
仏
拝
観
、
ミ
ニ
山
伏
体
験
、
慶
大
先
端
生

命
研
見
学
、
講
義
等　

■師
酒
井
忠
久
氏
（
致

道
博
物
館
長
）、
東
山
昭
子
氏（
鶴
岡
総
合

研
究
所
顧
問
）、
三
村
將
氏
（
同
大
学
教
授
）、

山
内
志
朗
氏
（
同
大
学
教
授
）　

■費
大
学
生
・

大
学
院
生
…
２
、
０
０
０
円　

社
会
人
…
１

万
円
（
宿
泊
費
等
。
別
途
交
通
費
）　

■申
７

月
13
日
○月
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
５
‐
５

６
６
‐
１
１
５
１
へ　

■他
同
セ
ン
タ
ー
HP　

東
田
川
文
化
記
念
館
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト         

吉
川
忠
英
・
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■日
９
月
５
日
○土
午
後
２
時　

■費
１
、
５
０
０

円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■場
・
■
チ
ケ
ッ

ト
取
扱
い　

同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

荘
内
看
護
専
門
学
校　
　
　
　

学
校
説
明
会

■日
８
月
６
日
○木
・
10
日
○月
午
後
１
時
30
分

■内
学
校
概
要
・
学
校
生
活
の
説
明
、
演
習
の

見
学
、
看
護
技
術
の
体
験
等　

■場
・
■申
同
校

☎
22
‐
１
９
１
９

あ
つ
み
温
泉
野
外
能
楽「
せ
せ
ら
ぎ
の
能
」

■日
８
月
８
日
○土
午

後
５
時　

■場
あ
つ

み
温
泉
特
設
舞
台

（
雨
天
時
は
温
海

温
泉
林
業
セ
ン
タ

ー
）　

■内
湯
田
川

温
泉
神
楽
、
熊
野

神
社
獅
子
舞
、
佐

藤
善
人
歌
謡
舞
台
、

鶴
岡
が
誇
る
太
鼓

の
共
演
、
黒
川
能

下
座
（
能
「
一
角
仙
人
」）　

■費
有
料
席
１
、

０
０
０
円
（
先
着
１
５
０
席
、無
料
席
あ
り
）　

■申
あ
つ
み
温
泉
魅
力
づ
く
り
推
進
委
員
会
☎

43
‐
２
０
２
４

金
子
み
す
ゞ
作
品
朗
読
会

■日
８
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
旧
大
網

小
田
麦
俣
分
校　

■問
た
に
し
の
楽
校
事
務
局

（
南
）
☎
22
‐
９
６
９
６

図
書
館
開
館
１
０
０
周
年
記
念
式
典

■日
８
月
17
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央

公
民
館　

■内
記
念
式
典
、
記
念
講
演   

■師
阿
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合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
記
念  

藤
島
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
20
周
年
記
念
事
業  

講
演
会  

田
口
壮  

野
球
と
余
談
と
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

■日
９
月
13
日
○日
午
後
２
時　

■場
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
の

子
供
と
そ
の
親
…
１
、
０
０
０
円　

■
チ
ケ

ッ
ト
取
扱
い　

東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐

２
５
３
７

今
年
も
朝
市
開
催
し
ま
す
！

■日
11
月
８
日
○日
ま
で
の
毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
午
前
６
時　

■場
鶴
岡
公
園
東
駐
車
場　
　

■問
朝
市
の
会
（
佐
藤
）
☎
24
‐
８
０
１
５

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
体
験
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
」

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

■日
７
月
10
日
○金
、

８
月
７
日
○金
午
後
７
時
30
分

▼
ス
ポ
レ
ッ
ク　

■日
７
月
12
日
○日
・
19
日
○日
、

8
月
2
日
○日
午
後
７
時
30
分

▼
よ
さ
こ
い
踊
り　

■日
７
月
13
日
○月
、
８
月

10
日
○月
・
24
日
○月
午
後
７
時
30
分

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
レ
ク
の
会　

■日
７
月
14

日
○火
・
28
日
○火
、
８

月
４
日
○火
午
後
７
時

30
分

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
レ

ク
の
会　

■日
７
月
15

日
○水
、
８
月
５
日
○水
午
前
10
時

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

■日
７
月
15
日

○水
・
29
日
○水
午
後
７
時
30
分

▼
う
た
ご
え
喫
茶　

■日
７
月
17
日
○金
、
８
月

７
日
○金
午
前
10
時
30
分

▼
共
通　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■費

各
１
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎

57
‐
４
３
１
１

市
民
プ
ー
ル  

夏
季
一
般
利
用

■日
７
月
11
日
○土
～
８
月
30
日
○日
（
大
会
等
で

利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無
料
開

放
）　

■時
月
曜
～
土
曜
日
…
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時
、
６
時
～
８
時　

日

曜
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
５
時　

■費
小
・
中
学
生
…
１
８
０
円

高
校
生
等
…
３
８
０
円　

大
人
…
４
８
０
円　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

■他
水
泳
帽
を
着
用
。
午
後
６
時
以
降
、
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
７
月
13
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

７
月
８
日
○水
午
後
７
時
、
９
日
○木
午
後
２
時
、

15
日
○水
午
後
２
時
・
７
時
、
21
日
○火
午
後
２

時
、
22
日
○水
午
後
７
時
、
30
日
○木
午
後
２
時
、

31
日
○金
午
後
７
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会　

■日
７
月
24
日
○金
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

７
月
９
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
７
月
７
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

17
日
○金
午
後
７
時
、
21
日
○火
午
後
２
時
30
分

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通
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円
（
現
地
集
合
〈
午
前
６
時
45
分
・
同
セ

ン
タ
ー
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■持
軽
食
、

雨
具
等　

■申
７
月
７
日
○火
～
17
日
○金
に
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会                    

夏
の
短
期
水
泳
教
室

■日
８
月
８
日
○土
～
12
日
○水
午
前
８
時
50
分

（
全
５
回
）　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
年
中
児

～
小
学
６
年
生　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
同

協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
新
規
入
会
の
方

へ
水
泳
帽
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ヨ
ッ
ト
教
室

■日
８
月
９
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分　

■対
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
昼
食
、
着

替
え
等　

■場
・
■申
８
月
５
日
○水
ま
で
加
茂
水

産
高
校
内
「
鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟
」
事
務
局

☎
33
‐
３
１
１
６
へ　

■他
山
形
県
セ
ー
リ
ン

グ
連
盟
HP

小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

登
録
申
請
受
付

■
利
用
期
間　

９
月
・
10
月　

■対
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
を
中
心
と
し
た

６
人
以
上
の
団
体　

■申
７
月
21
日
○火
ま
で
鶴

岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

子
育
て
・
子
供
向
け

中
央
公
民
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
①『
天
に
届
い
た
竹
の
子
』
原
画
展　

■日

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
７
月
16
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥
ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受

講
免
除
で
す
が
別
途
手
続
き
が
必
要
で
す

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
７
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内

病
院　

■内「
こ
ど
も
の
急
な
病
気
へ
の
対
応
」

吉
田
宏
（
同
院
小
児
科
主
任
医
長
）、「
救
命

処
置
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
宮
崎
隆
寛
（
同
院
救
急
セ

ン
タ
ー
救
急
認
定
看
護
師
）・
山
口
慎
太
郎

（
同
看
護
師
）　

■申
７
月
15
日
○水
ま
で
同
院
地

域
医
療
連
携
室
内
「
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎
26
‐
５
１
８
０
へ

認
知
症
で
も
穏
や
か
な
日
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

■日
７
月
23
日
○木
、
８
月
27
日
○木
、
９
月
24
日

○木
午
前
10
時　

■対
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族　

■内
認
知
症
ミ
ニ
講
話
、
情
報
交
換
、
介
護
者

交
流　

■場
・
■申
各
日
3
日
前
ま
で
高
齢
者
交

流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」　

金
峯
山
修
験
の
み
ち
を
行
く

■日
７
月
26
日
○日
午
前
６
時
30
分
（
送
迎
バ
ス

市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
黄
金
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
→
古
碑
の
道
→
中

の
宮
→
八
景
台
→
金
峯
山
山
頂
→
中
の
宮

（
約
５
㎞
）　

■定
１
０
０
人　

■費
１
、
０
０
０

作
り
、
そ
り
滑
り
等　

■費
各
回
５
０
０
円　

■申
７
月
６
日
○月
ま
で
同
学
部
事
務
室
☎
24
‐

２
２
７
８
へ

寺
子
屋  

花
キ
ッ
ズ
フ
ラ
ワ
ー
レ
ッ
ス
ン          

サ
マ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

■日
７
月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■対
小
学
生

25
人　

■師
畠
山
秀
樹
氏
（
ロ
ー
タ
ス
ガ
ー
デ

ン
酒
田
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
７

月
８
日
○水
ま
で
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐

２
５
３
７
へ

暘
光
・
西
部
児
童
館
共
催             

カ
ロ
ム
大
会

■日
７
月
11
日
○土
午
後
２
時　

■対
小
学
生
24
人　

■場
暘
光
児
童
館　

■申
暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８

６
４
０
ま
た
は
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３

１
へ　

■他
参
加
賞
あ
り　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
７
月
14
日
○火

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住

で
平
成
27
年
２
月
・
３
月
生
ま
れ
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る

妊
婦　

■内
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び
、

お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
７
月
10

日
○金
ま
で

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
夏
〟　

■日
７
月
17
日
○金

午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
１
２
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊

び
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
親
子
触
れ
合
い
遊
び

等　▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
７
月
23
日
○木
午
前

10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
で
平

成
26
年
７
月
～
27
年
１
月
生
ま
れ
の
未
就
園
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７
月
３
日
○金
～
10
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
５

時▼
②
星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

七
夕

公
開
『
オ
レ
オ
と
冒
険
す
る
夏
』　

■日
７
月

４
日
○土
・
５
日
○日
午
前
10
時
・
11
時
、
午
後

１
時
30
分
・
３
時　

■対
幼
児
と
そ
の
保
護
者

各
回
先
着
78
人　

■内
夏
の
星
座
解
説
、
七
夕

の
歌
や
お
話
『
天
に
届
い
た
竹
の
子
』
等

▼
③
夏
の
一
般
公
開
『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ

ン
マ
ン   

星
空
を
か
え
せ
』　

■日
７
月
25
日

○土
・
26
日
○日
、
８
月
２
日
○日
…
午
前
10
時
、

午
後
１
時
30
分
・
３
時　

７
月
27
日
○月
～
30

日
○木
、
８
月
３
日
○月
～
５
日
○水
…
午
後
１
時

30
分　

■定
各
回
先
着
78
人　

▼
共
通　

■費
３
歳
以
上
60
円
、
高
校
生
以
上

１
４
０
円
（
②
・
③
の
み
）　

■場
・
■問
同
館

☎
25
‐
１
０
５
０

妊
娠
し
た
ら
…
パ
パ
マ
マ
教
室

■日
７
月
７
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
…
赤

ち
ゃ
ん
の
心
音
を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
お
風
呂
に
入
れ
て
み
よ

う　

講
話
…
妊
娠
中
か
ら
の
心
掛
け
（
産
婦

人
科
医
師
）　

■持
母
子
健
康
手
帳　

■申
健
康

課
☎
内
線
３
７
３

山
大
農
学
部
「
森
の
学
校
」

■日
７
月
11
日
○土
、
10
月
17
日
○土
、
来
年
１
月

30
日
○土
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
（
同
学

部
ま
た
は
朝
日
庁
舎
集
合
）　

■場
同
学
部
附

属
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
演

習
林　

■対
小
学
３
年
～
６
年
生
先
着
30
人　

■内
動
植
物
観
察
、
植
林
、
炭
焼
き
、
リ
ー
ス
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児
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る

妊
婦　

■内
赤
ち
ゃ
ん
ヨ
ガ
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ　

■師
上
野
和
佳
氏
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ
ビ
ー
マ

ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■持
バ
ス

タ
オ
ル　

■申
７
月
17
日
○金
ま
で

▼
子
育
て
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う　

■日
７
月
27

日
○月
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
子
育
て
中
の
方

先
着
20
人　

■内
座
談
会
（「
子
育
て
の
お
金

の
話
」
と
「
仕
事
復
帰
に
つ
い
て
」
の
ど
ち

ら
か
の
テ
ー
マ
に
参
加
）　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

■日
７
月
17
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■内「
卒
乳

ど
う
し
て
ま
す
か
？
」
市
保
健
師　

■場
・
■問

同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

西
部
児
童
館

▼
ゆ
め
っ
く
り
映
画
館　

■日
７
月
18
日
○土
午

後
２
時　

■対
幼
児
の
親
子
、小
学
生　

■内『
ば

け
も
の
づ
か
い
』『
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー　

天

国
と
地
獄
』
等

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室　

■日
７
月
25
日
○土
午

後
２
時　

■対
小
・
中
学
生　

■内「
わ
た
し
た

ち
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」

の
研
修
会　

■申
７
月
１
日
○水
～
17
日
○金　
　

▼
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体
験　

■日
７
月
28
日
○火

～
８
月
10
日
○月
午
後
２
時
30
分
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）　

■対
幼
児
の
親
子
、
小
学
生　

■内
科
学
実
験
、
３
Ｂ
体
操
、
工
作
、
水
遊
び
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
等
（
日
替
わ
り
）

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

～
水
道
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
～

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■日
７
月
25
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
上
下
水
道

部
庁
舎
集
合
）　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

先
着
10
組　

■内
水
道
施
設
等
の
見
学
、
水
の

実
験　

■申
７
月
13
日
○月
ま
で
上
下
水
道
部
総

務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ

南
部
児
童
館 

▼
自
然
体
験
活
動
「
夏
は
海
だ
！
漁
業
の

町
で
遊
ぼ
う
in
鼠
ケ
関
」　

■日
７
月
25
日
○土

午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
（
同
館
集
合
）　

■対
小
学
生
15
人　

■内
漁
船
チ
ャ
ー
タ
ー
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
、
イ
カ
の
一

夜
干
し
作
り
・
カ
モ
メ
餌

付
け
体
験
、
浜
辺
遊
び
等　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
７

月
６
日
○月
ま
で　

■他
天
候

不
順
の
場
合
は
内
容
を
一
部
変
更　

▼
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
の
楽
し
い
お
は
な
し

会　

■日
７
月
29
日
○水
午
前
11
時　

■場
同
館　

■内
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
お
は
な
し
会
、
幼
児

向
け
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
手
遊

び
等　

■申
７
月
１
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
！
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

親
子
で
作
る  

鶴
岡
の
伝
統
工
芸

▼
絵
ろ
う
そ
く　

■日
７
月
25
日
○土　

■費
２
、

５
０
０
円

▼
い
づ
め
こ
人
形　

■日
７
月
29
日
○水　

■費
２
、

０
０
０
円

▼
御
殿
ま
り　

■日
８
月
３
日
○月　

■費
２
、
５

０
０
円

▼
共
通　

■時
午
前
10
時　

■対
市
内
、
三
川
町

ま
た
は
庄
内
町
に
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
各
回
先
着
８
組　

■場
・
■申
７
月
３
日
○金

～
17
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
山
形
県
金
峰
少
年
自
然
の
家
企
画
事
業 

わ
ん
ぱ
く
自
然
塾
～
夏
の
巻
～

■日
７
月
26
日
○日
～
８
月
１
日
○土（
６
泊
７
日
）　

■場
金
峰
少
年
自
然
の
家
、海
浜
自
然
の
家（
遊

佐
町
）
等　

■対
小
学
４
年
～
中
学
３
年
生
25

人　

■内
摩
耶
山
登
山
、
最
上
川
カ
ヌ
ー
ツ
ー

リ
ン
グ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
等　

■費

２
万
５
、
０
０
０
円　

■申
７
月
５
日
○日
ま
で

海
浜
自
然
の
家
☎
０
２
３
４
‐
77
‐
２
１
６

６
へ中

央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー　

■日
７
月
27

日
○月
～
31
日
○金
、
８
月
５
日
○水
・
６
日
○木
、

８
月
10
日
○月
～
12
日
○水
午
後
３
時　

■内
ち
ぎ

り
絵
（
午
後
２
時
30
分
か
ら
。
50
円
）、
化

学
実
験
、
折
り
紙
、
歌
、
工
作
、
野
菜
ス
タ

ン
プ
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
、
ス
ラ
イ
ム
等

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
な
つ
ま
つ
り　

■日
８
月
４
日

○火
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■対
自
由
来

館
の
児
童
・
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
か
き

氷
、
数
字
合
わ
せ
、
水
鉄
砲
で
的
当
て
等
の

５
つ
の
コ
ー
ナ
ー
と
爆
弾
あ
ら
れ　

■費
前

売
り
券
…
２
５
０
円
（
先
着
３
０
０
セ
ッ

ト
。
７
月
21
日
○火
～
8
月
２
日
○日
に
同
館
で

販
売
）　

当
日
券
…
３
０
０
円
（
先
着
50
セ

ッ
ト
。
当
日
午
後
１
時
か
ら
整
理
券
発
行
）　

■他
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
（
小
学
３
年

～
中
学
３
年
生
10
人
。
７
月
31
日
○金
ま
で
要

申
込
み
）　

▼
集
え
将
棋
好
き
！
名
人
に
学
ぼ
う
会　

■日

①
練
習
日
…
８
月
７
日
○金
午
後
３
時　

②
大

会
…
８
日
○土
午
後
２
時　

■対
小
学
生
・
幼
児

の
親
子
20
人　

■内
地
域
の
方
が
講
師
と
な
り

対
局
・
指
導
し
て
く
れ
ま
す　

■他
大
会
に
参

加
す
る
場
合
は
７
月
24
日
○金
～
８
月
８
日
○土

正
午
に
要
申
込
み

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー  

小
学
生
夏
休
み
企
画             

将
棋
・
囲
碁
交
流
会

■日
７
月
27
日
○月
～
31
日
○金
午
後
１
時　

■場
・

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■日
・
■内
７
月
28
日
○火
…
手
す
き
は
が
き
と
空

き
缶
で
缶
馬
作
り　

８
月
４
日
○火
…
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
万
華
鏡
作
り　

６
日
○木
…
廃
材
で

ゴ
ム
鉄
砲
作
り　

■時
午
後
１
時
30
分　

■場
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」　

■対
小

学
４
年
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着

10
組　

■申
同
プ
ラ
ザ
☎
35
‐
３
５
５
７
ま
た

は
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７
へ

小
学
生
漁
村
体
験

■日
７
月
29
日
○水
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
加
茂
海
岸
、
由
良
海

岸　

■対
市
内
の
小
学
５
年
・
６
年
生
30
人　

■内
イ
カ
飯
作
り
体
験
、
加
茂
水
産
高
校
実
習

船
「
鳥
海
丸
」
乗
船
体
験
等　

■費
１
、
０
０

０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
７
月
15
日
○水
ま
で

本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
７
へ　

■他
雨
天
時
は
内
容
を
一
部
変
更
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（
受
付
は
午
前
９
時〈
同
商
工
会
大
山
支
所
〉）　

■対
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
10
組

20
人　

■内
事
業
所
訪
問
、
職
場
探
検
等　

■費

５
０
０
円　

■申
７
月
１
日
○水
～
27
日
○月
に
同

商
工
会
本
所
☎
64
‐
２
１
３
０
へ

内
川
舟
下
り
探
検
隊

■日
８
月
９
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
）　

■場
坂
本
橋
→
昭
和
橋
上
流
公
園

（
約
３
㎞
）　

■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
～
６

年
生
先
着
16
人　

■申
７
月
28
日
○火
ま
で
本
所

土
木
課
内
「
内
川
を
美
し
く
す
る
会
」
事
務

局
☎
内
線
４
９
５
へ

鶴
岡
高
専 

一
日
体
験
入
学

■日
８
月
９
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
15

分　

■対
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学
校
教

諭　

■内
実
験
等
の
体
験
学
習
、
学
校
自
由
見

学
、
個
別
質
問
コ
ー
ナ
ー
等　

■申
各
中
学
校

で
参
加
者
を
と
り
ま
と
め
て
、
７
月
14
日
○火

ま
で
同
校
学
生
課
☎
25
‐
９
４
２
５
へ

文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
事
業 

箏 

日
本
の
楽
器
体
験
教
室

■日
７
月
～
11
月
（
月
２
回
程
度
）　

■場
中
央

公
民
館
等　

■対
幼
児
～
高
校
生
、
親
子　

■申

箏
曲
彩
音
会

小
学
生「
バ
ス
の
絵
」コ
ン
テ

ス
ト  
作
品
募
集

■
テ
ー
マ　
「
あ
っ
た
ら
楽
し
い
な
。
こ
ん

な
バ
ス
」　

■対
市
内
小
学
校
及
び
養
護
学
校

小
学
部
の
児
童　

■
作
品
用
紙　

四
つ
切

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

夏
休
み
自
由
研
究
サ
ポ
ー
ト 

江
戸
時
代
の
学
校
「
致
道
館
」
を
調
べ
よ
う

■日
７
月
31
日
○金
～
８
月
２
日
○日
午
前
9
時
30

分
～
正
午　

■対
小
・
中
学
生　

■場
・
■申
７
月

29
日
○水
ま
で
同
館
☎
23
‐
４
６
７
２
へ

環
境
と
自
然
に
親
し
も
う
！ 

親
子
環
境
教
室

■日
８
月
１
日
○土
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
板
垣
水
道
か
い
て

き
工
房
（
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
学
習
）
→
月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
施
設
見
学
等
）
→

松
乃
屋
わ
ん
ぱ
く
農
場
（
環
境
に
配
慮
し
た

養
鶏
施
設
見
学
等
）　

■対
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

■費
１
５
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
７
月

１
日
○水
か
ら
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０
へ

Ｈ
Ｍ
Ｔ
こ
ど
も
科
学
実
験
教
室

「
泥
棒
を
捕
ま
え
ろ
」

■日
８
月
１
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■対
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
40
組　

■内
ペ
ー
パ
ー
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
の
原
理
を
用
い
て
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
に

使
わ
れ
て
い
る
イ
ン
ク
の
色
層
を
分
析
し
脅

迫
状
を
書
い
た
犯
人
を
捜
し
出
し
ま
す　

■申

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
㈱
☎
25
‐
１
４
４
７

か
ら
だ
館
自
由
研
究
お
う
え
ん
隊

▼
コ
コ
に
も
い
る
よ
!!
見
え
な
い
生
き
も
の

た
ち　

■日
８
月
１
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■対
小

学
５
年
・
６
年
生
20
人　

■持
昼
食
等　
　

▼
め
ざ
せ
！
体
育
の
ヒ
ー
ロ
ー
‐
ひ
み
つ
の

特
訓
‐　

■日
８
月
３
日
○月
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
小
学
３

年
・
４
年
生
20
人　

■持
昼
食
、
室
内
用
運
動

靴
等

▼
共
通　

■申
７
月
６
日
○月
ま
で
慶
應
義
塾
大

学
か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６
へ　
　
　
　

図
書
館
本
館  

夏
の
お
は
な
し
会

■日
８
月
１
日
○土
・
２
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■対
幼
児
以
上
の
親
子　

■内
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、

人
形
劇
、
手
遊
び
等　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐

２
５
２
５　

■他
お
は
な
し
会
で
チ
ラ
シ
（
７

月
11
日
○土
か
ら
同
館
に
設
置
）
に
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム  

ジ
ュ
ニ
ア
美
術
講
座

ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
で
時
計
を
作
ろ
う

■日
８
月
２
日
○日
・
16
日
○日
午
前
10
時
（
全

２
回
）　

■対
小
学
３
年
～
６
年
生
先
着
16
人　

■師
布
川
美
與
子
氏
（
遊
工
房
主
宰
）　

■費
２
、

２
０
０
円　

■場
・
■申
７
月
４
日
○土
～
24
日
○金

に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

■日
８
月
６
日
○木
午
前
9
時　

■場
庄
内
浄
化
セ

ン
タ
ー　

■対
小
学
４
年
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
先
着
20
組　

■内
下
水
処
理
場
の
見
学
、

ビ
デ
オ
鑑
賞
、
微
生
物
の
顕
微
鏡
観
察
、
木

の
粘
土
工
作　

■申
７
月
24
日
○金
ま
で
上
下
水

道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０
へ

出
羽
商
工
会 

あ
き
ん
ど
未
来
塾 

親
子
で
職
場
探
検
ツ
ア
ー

■日
８
月
８
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

り
画
用
紙
（
縦
３
８
０
㎜
×
横
５
４
０
㎜
）　

■
各
賞　

鶴
岡
市
長
賞
…
１
点　

鶴
岡
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
長
賞
…
２
点　

あ
っ
た
ら
た
の
し
い
な
。
こ
ん
な
バ
ス
賞
…

３
点
（
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
）　

■申

8
月
3
日
○月
～
28
日
○金
に
各
学
校
を
通
じ
て

本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
２
２
へ

施
設
の
催
し
等

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
楽
焼　

■日
７
月
７
日
○火
～
9
日
○木
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
７
月
８
日
・
15

日
・
22
日
の
水
曜
日
午
前
９
時
10
分
・
10

時
40
分
、
７
月
９
日
・
16
日
・
23
日
の
木

曜
日
午
前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
７
月
9
日
・
16
日
・
23

日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
７
月
16
日
○木
・
17

日
○金
・
23
日
○木
・
24
日
○金
・
30
日
○木
・
31

日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
共
通　
■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
７
月
４
日
○土
、

８
月
１
日
○土
、
９
月
５
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
カ
メ

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
大
会　

■日
７
月

５
日
○日　

■時
・
■内
午
前
9
時
…
製
作
講
習
会

（
■費
１
、
０
０
０
円　

■持
１
・
５
ℓ
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
３
本
、
は
さ
み
、
油
性
ペ
ン
、
昼
食
）　
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▼
ま
っ
た
りCafe　

■日
７
月
25
日
○土
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■内
冷
た
い
桑

の
葉
茶
の
試
飲

▼
い
の
ち
学　

■日
８
月
１
日
○土
午
前
10
時
～

午
後
２
時　

■対
小
学
生
以
上
10
人　

■内
外
来

生
物
の
生
態
学
習
・
観
察
・
試
食　

■費
８
０

０
円
（
昼
食
代
等
）　

■持
皿
、
ス
プ
ー
ン
等　

■申
７
月
27
日
○月
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

講
座
・
講
習
会

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
7
月
９
日
○木
午
後
３
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■定
40
人　

■内「
自
社
の

強
み
に
気
付
い
て
い
ま
す
か
？
」
長
谷
川
博

之
氏
（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）　

■申
同
セ

ン
タ
ー
内「
木
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
」

☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
交
流
会
あ
り
（
■費
１
、

０
０
０
円
）

山
形
県
国
際
交
流
協
会                                

外
国
出
身
者
対
象
講
座 

・
冠
婚
葬
祭
マ
ナ
ー

■日
７
月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■対
庄
内
地
域
在
住
の
外
国
出
身

者
と
そ
の
家
族
（
外
国
支
援
に
関
わ
る
日
本

人
も
可
）　

■師
小
藤
弓
氏
（
デ
イ
リ
ー
マ
ナ

ー
教
室
）　

■申
７
月
９
日
○木
ま
で
同
協
会
☎

０
２
３
‐
６
４
７
‐
２
５
６
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
修　

■日
７
月
22
日
○水
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
15
人　

午
後
１
時
…
飛
行
大
会
（
■持
自
作
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
）　

■場
同
館

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
お
昼
寝　

■日
７
月

11
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■場
同

館　

■定
先
着
30
人　

■費
９
０
０
円　

■持
昼
食　

▼
夏
の
全
国
星
空
観
察
会　

■日
７
月
17
日
○金

午
後
７
時　

■場
同
館　

■内
宇
宙
や
星
座
の
講

話
と
野
外
観
察　

■持
懐
中
電
灯
、双
眼
鏡（
貸

出
し
あ
り
）
等　

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
歩

き
ま
し
ょ
う　

■日
７
月
18
日
○土
午
前
10
時

（
同
館
集
合
）　

■場
月
山
高
原
牧
場
周
辺
（
３

㎞
～
５
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）　

■申
７
月
13

日
○月
ま
で

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
観
察
会
と
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト　

■日
７
月
４
日
○土
午
後
７
時　

■場
同
セ

ン
タ
ー　

▼
高
山
植
物
が
彩
る
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日

７
月
12
日
○日
・
13
日
○月
午
前
８
時
～
午
後
２

時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
20

人　

■費
８
０
０
円
（
入
浴
料
等
。
子
供
は
無

料
）　

■持
昼
食
等　

■申
７
月
９
日
○木
ま
で

▼
月
山
の
高
山
植
物
と
出
羽
三
山
例
大
祭

「
花
ま
つ
り
」
を
楽
し
む　

■日
７
月
15
日
○水

午
前
７
時
～
午
後
３
時（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■師
日
向
理
恵
（
い
で
は
文

化
記
念
館
）　

■費
２
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
・

入
浴
料
等
）　

■申
７
月
13
日
○月
ま
で

▼
水
生
植
物
観
察
会　

■日
７
月
25
日
○土
午
前

８
時
～
午
後
４
時
（
小
真
木
原
運
動
公
園
集

合
）　

■場
福
島
潟
（
新
潟
県
）　

■定
先
着
20
人　

■費
５
、
０
０
０
円

▼
入
門
！
決
算
書
の
読
み
方
使
い
方　

■日
８

月
１
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■定
15
人　

■費
４
、
８
０
０
円

▼
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー　

■日
８
月
５

日
○水
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
同
セ
ン
タ
ー
HP

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー          

つ
る
お
か
お
う
ち
御
膳
料
理
教
室

■日
７
月
23
日
○木
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時　
　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
先
着
20
人　

■師

鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
藤
島
地
域
会
員　

■費
１
、

２
０
０
円　

■場
・
■申
７
月
３

日
○金
～
16
日
○木
に
同
セ
ン
タ

ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

■日
７
月
24
日
～
９
月
25
日
の
毎
週
金
曜
日
午

後
１
時
30
分
（
8
月
14
日
を
除
く
全
９
回
）　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
市
内
在
住
の
74
歳
以
下
の
方
先
着
20
人　

■内
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
、
運
動
実
技
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
等　

■申
高
齢
者
交
流
セ

ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０

狩
猟
免
許
者
の
更
新
講
習

▼
鶴
岡
・
藤
島
地
域
在
住
の
方　

■日
８
月
20

日
○木　

■申
８
月
10
日
○月
ま
で　

▼
羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
地
域
在
住
の
方

■費
大
人
…
３
、
５
０
０
円　

子
供
…
１
、
０

０
０
円
（
昼
食
代
・
入
浴
料
等
）　

■申
７
月

21
日
○火
ま
で　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
２
０
１
５
夏
企
画
展
・
太
古
の
超
大
陸「
ゴ

ン
ド
ワ
ナ
」・「
ロ
ー
ラ
シ
ア
」
恐
竜
大
集
合　

■日
７
月
５
日
○日
～
10
月
17
日
○土
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

■内
カ
ル
ノ
タ
ウ
ル
ス
や
デ
ル
タ

ド
ロ
メ
ウ
ス
、
ト
ゥ

オ
ジ
ア
ン
ゴ
サ
ウ
ル

ス
等
の
恐
竜
の
全
身

骨
格
や
頭
骨
、
化
石

の
展
示　

■他
化
石
の

レ
プ
リ
カ
・
消
し
ゴ

ム
作
り
体
験
（
各
３

０
０
円
）
も
あ
り

▼
月
山
カ
ブ
ト
ム
シ
園
オ
ー
プ
ン　

■日
７
月

18
日
○土
～
８
月
16
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
４

時　

■内
カ
ブ
ト
ム
シ
の
生
息
環
境
を
再
現
し

て
放
虫
。
実
際
に
触
れ
て
観
察
で
き
ま
す　

▼
共
通　

■費
高
校
生
以
上
…
７
０
０
円　

小

・
中
学
生
…
４
５
０
円　

３
歳
以
上
…
１
０

０
円（
文
化
創
造
館
、月
山
カ
ブ
ト
ム
シ
園

共
通
券
）　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎

53
‐
３
４
１
１

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
里
地
里
山
学
講
座
・
山
の
さ
く
ら
ん
ぼ
は

ど
こ
へ
行
く
？　

■日
７
月
17
日
○金
午
後
７
時　
　

■定
30
人　

■師
林
田
光
祐
氏
（
山
大
農
学
部
教

授
）　

■費
５
０
０
円　

■持
カ
ッ
プ　

■申
７
月

15
日
○水
ま
で

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

▼
鶴
岡
会
場
（
に
こ
♥
ふ
る
等
）　

■日
９
月
18 

日
○金
、
10
月
11
日
○日
・
23
日
○金
、
11
月
５

日
○木
・
20
日
○金
、
12
月
４
日
○金
（
全
６
回
）　

■定
先
着
30
人

▼
藤
島
会
場
（
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
等
）　

■日
９
月
17
日
○木 

、
10
月
11
日

○日
・
28
日
○水
、
11
月
５
日
○木
・
19
日
○木
、
12

月
３
日
○木
（
全
６
回
）　

■定
先
着
15
人

▼
温
海
会
場
（
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー

等
）　

■日
９
月
16
日
○水
、
10
月
11
日
○日
・
21

日
○水
、
11
月
５
日
○木
・
18
日
○水
、
12
月
２
日

○水
（
全
６
回
）　

■定
先
着
15
人　

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分
（
10
月
11
日
の
み
午
前
10
時
～
正
午
）

■対
市
内
に
在
住
で
同
講
座
未
受
講
の
69
歳
以

下
の
方　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
１
日

○水
～
８
月
21
日
○金
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
７
５
へ　

■他
10
月
11
日
・
11
月
５

日
は
合
同
開
催

募
集

「
海
の
羽
根
」募
金
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

山
形
県
海
と
渚
環
境
美
化
推
進
協
会
で
は
、

７
月
１
日
○水
～
31
日
○金
に
、
海
の
環
境
美
化

を
目
的
と
し
た
「
海
の
羽
根
」
募
金
を
実
施

し
ま
す
。
豊
か
な
海
を
守
る
た
め
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

海
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
う
団
体
に
経
費
等

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｔ
Ｓ「
山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」 

鶴
岡
市
出
品
作
品
ア
イ
デ
ア
募
集

■
募
集
内
容　

鶴
岡
市
の
特
徴
や
魅
力
を
表

現
し
た
15
秒
の
未
発
表
Ｃ
Ｍ
作
品
の
ア
イ
デ

ア　

■申
応
募
用
紙
と
絵
コ
ン
テ
や
シ
ナ
リ
オ

等
を
８
月
３
日
○月
ま
で
本
所
総
務
課
☎
内
線

３
１
７
へ　

■他
応
募
用
紙
等
は
、
本
所
総
合

案
内
、
各
地
域
庁
総
務
企
画
課
等
に
設
置
。

市
HPあ

な
た
の
心
に
残
る           

砂
防
堰
堤
写
真
募
集

■
規
格　

四
つ
切
り
・
四
つ
切
り
ワ
イ
ド
の

カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク

ロ
写
真　

■申
９
月
30
日

○水
ま
で
新
庄
河
川
事
務

所
☎
０
２
３
３
‐
22
‐

０
２
５
１
ま
た
は
本
所

都
市
計
画
課
☎
内
線
４

７
３
へ　

■他
同
事
務
所

HP　
　交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■
テ
ー
マ　

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
の
重
要

性
を
訴
え
る
も
の　

■
部
門　

小
学
生
の
部
、

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）　

■
規
定　

１

人
１
点
で
自
作
未
発
表
の
も
の
（
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
）　

■
各
賞　

最
優
秀
作
品
１

点
、
優
秀
賞
・
佳

作
数
点　

■申
９
月

18
日
○金
ま
で
本
所

防
災
安
全
課
☎
内

線
１
６
３
へ

■問
庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課
内「
同
協
会
」

事
務
局
☎
０
２
３
４
‐
24
‐
６
０
４
１

中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
で
開
業
し
ま
せ
ん
か 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

　

鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
中
心
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
て
新
し
く
商
売
を
始
め
る
方

に
、
家
賃
と
改
装
費
を
支
援
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
事

務
局
☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
HP

「
環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
１
５
」

出
展
企
業
・
団
体
、
飲
食
出
店
募
集

■日
９
月
27
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
環
境
に
関
わ

る
活
動
を
行
う
団
体
、
環
境
に
配
慮
し
た
商

品
・
機
器
な
ど
を
扱
う
企
業
、
来
場
者
に
軽

食
等
を
販
売
で
き
る
飲
食
店　

■
ブ
ー
ス

屋
外
（
テ
ン
ト
内
）
…
５
・
４
ｍ
×
３
・
６

ｍ　

屋
内
…
３
・
６
ｍ
×
１
・
８
ｍ　

飲

食
（
屋
外
テ
ン
ト
内
）
…
２
・
７
ｍ
×
３
・

６
ｍ　

■費
販
売
の
場
合
の
み
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
22
日
○水
ま
で
本
所
環
境
課
内
「
環
境

つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７

１
９
へ　

■他
市
HP

８
月
29
日
○土
～
９
月
９
日
○水
開
催
●
● 

白
甕
社
美
術
展　

作
品
募
集

■
種
類　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
（
1
人
２

点
以
内
、
15
号
以
上
〈
版
画
は
制
限
な
し
〉）　

■費
３
、
０
０
０
円
（
学
生
５
０
０
円
）　

■申

８
月
27
日
○木
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分
に

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ　

■問
白
甕
社

（
五
十
嵐
）
☎
24
‐
２
６
３
３　

■他
申
込
書

等
は
、
市
内
画
材
店
、
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
中
央
公
民
館
等
に
設
置

■日
８
月
26
日
○木　

■申
８
月
14
日
○金
ま
で　

▼
共
通
　
■場
・
■申
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
☎

66
‐
５
７
０
６

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■日
第
1
種
…
８
月
25
日
○火
～
27
日
○木　

第
２

種
…
９
月
１
日
○火
～
３
日
○木　

■場
山
形
ビ
ッ

グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■申
７
月
13
日
○月

～
31
日
○金
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２

３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
申
請
書
は

消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設

置
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

■日
給
油
取
扱
所
講
習
…
８
月
28
日
○金
、
11
月

６
日
○金
午
前
９
時　

一
般
講
習
…
８
月
27
日

○木
、
10
月
８
日
○木
・
９
日
○金
、
11
月
５
日
○木

午
後
１
時
30
分（
10
月
９
日
の
み
午
前
９
時
）

■場
庄
内
総
合
支
庁　

■対
危
険
物
取
扱
作
業
従

事
者
（
詳
細
は
申
請
書
）　

■申
７
月
６
日
○月

～
23
日
○木
に
山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合

会
☎
０
２
３
‐
６
３
２
‐
５
７
４
４
へ　

■他

申
請
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各

分
署
に
設
置

消
防
設
備
士
試
験 　
　
　
　

■日
９
月
５
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
、
酒
田
産
業
会
館　

■
種
類　

甲
種
・
乙

種　

■
受
付
期
間　

電
子
申
請
…
７
月
18
日

○土
午
前
９
時
～
26
日
○日
午
後
５
時　

書
面
申

請
…
７
月
21
日
○火
～
29
日
○水　

■問
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６

３
１
‐
０
７
６
１　

■他
申
込
書
等
は
消
防

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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山
形
県
自
作
視
聴
覚
教
材  

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
等
に
関
す
る

学
習
に
適
し
た
自
作
教
材
を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門　

学
校
教
育
の
部
、
社
会
教
育
の
部
、

児
童
生
徒
作
品
の
部　

■
各
賞　

部
門
ご
と

に
最
優
秀
・
優
秀
賞
、
入
選　

■申
12
月
11
日

○金
～
21
日
○月
に
庄
内
教
育
事
務
所
社
会
教
育

課
☎
68
‐
１
９
８
３
へ　

■他
入
賞
発
表
は
来

年
1
月
下
旬
に
県
HP
で
行
い
ま
す
。
ま
た
2

月
11
日
○木
に
遊
学
館
（
山
形
市
）
で
表
彰
式
・

発
表
会
を
実
施

相
談
・
そ
の
他

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ                   

新
規
高
卒
求
人
申
込
み
の
お
願
い

　

高
卒
求
人
の
受
付
が
6
月
20
日
に
始
ま
り

ま
し
た
。
来
春
、
市
内
の
高
校
を
卒
業
す
る

生
徒
の
う
ち
、
地
元
就
職
を
希
望
す
る
生
徒

は
３
６
３
人
で
、
例
年
夏
休
み
前
か
ら
志
望

企
業
へ
の
応
募
準
備
を
始
め
ま
す
。
新
規
高

卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
、
早
期
に
求
人
を
ご

検
討
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡
☎
25
‐
２
５
０
１

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー                   

「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
開
設

  「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
（
Ｃ
ｏ〈
共
に
〉＋
Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
〈
働
く
〉）
ス
ペ
ー
ス
」
を
鶴
岡

駅
前
の
起
業
家
育
成
施
設
内
に
開
設
し
ま
す
。

地
域
の
様
々
な
職
業
の
様
々
な
能
力
を
持
っ

た
方
が
集
ま
っ
て
仕
事
が
で
き
る
場
所
で
す
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
中
（
７
月
３
日
○金
～
8

家
庭
教
育
電
話
相
談 

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

子
育
て
の
悩
み
は
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
子
供
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
15

分　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
８
７
６　

■問
山
形
県
教
育
庁
生
涯
学
習
振

興
室
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
３
４
４

お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
の
予
定
納
税
（
第

一
期
分
）
の
納
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す

　

税
務
署
か
ら
予
定
納
税
額
の
通
知
書
が
送

ら
れ
て
い
る
方
は
、
同
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
第
一
期
分
の
金
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
31
日
○金
午
後
３
時
～
７
時
（
１
人
当

た
り
30
分
）　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町

に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
７
月
30
日
○木
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴

岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付

制
度
に
つ
い
て

　

主
に
労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１

５
０
万
円
以
上
の
労
働
者
の
方
に
、
生
活
資

金
を
低
利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

■
融
資
限
度
額　

１
５
０
万
円　

■
融
資

期
間　

７
年
以
内　

■
利
率　

固
定
金
利

年
３
・
２
％
（
保
証
料
年
１
・
２
％
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７　

自
動
車
の
不
正
改
造
は
犯
罪
で
す
！

　

国
土
交
通
省
で
は
、「
不
正
改
造
車
を
排

除
す
る
運
動
」
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
不
正
改
造
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

■問
同
省
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３
‐
６
８
６

‐
４
７
１
４

赤
川
堤
防
の
刈
草
を
無
料
で

提
供
し
ま
す
！

■日
７
月
・
８
月　

■場
赤
川
堤
防
（
赤
川
頭
首

工
～
新
川
橋
）　

■申
酒
田
河
川
国
道
事
務
所

赤
川
出
張
所
☎
23
‐
２
０
３
２　

■他
刈
草
は

俵
状
に
梱
包
し
て
い
ま
す

平
成
28
年
３
月
・
４
月
採
用
予
定      

自
衛
官
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

試
験
会
場

航
空
学
生
１
次
…
９
月
23
日
○水
山
大
農
学
部

一
般
曹

候
補
生

１
次
…
９
月
18
日
○金

・
19
日
○土

２
次
…
10
月
８
日
○木

～
14
日
○水

１
次
…
鶴
岡
合

同
庁
舎

２
次
…
陸
上
自

衛
隊
神
町
駐
屯

地

自
衛
官

候
補
生

（
男
子
）

筆
記
…
９
月
18
日
○金

・
19
日
○土

身
体
検
査
・
口
述
…

９
月
27
日
○日
～
30
日

○水

筆
記
…
鶴
岡
合

同
庁
舎

身
体
検
査
・
口

述
…
陸
上
自
衛

隊
神
町
駐
屯
地

自
衛
官

候
補
生

（
女
子
）
筆
記
・
身
体
検
査
・

口
述
…
９
月
25
日
○金
陸
上
自
衛
隊
神

町
駐
屯
地

■
受
付
期
間　

８
月
１
日
○土
～
９
月
８
日
○火　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所

☎
22
‐
０
４
６
６

月
上
旬
）
は
無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

司
法
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

　
遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、
多
重
債
務
等

に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
で
す
。

■日
７
月
８
日
○水
午
後
６
時
～
８
時　

■場
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■問
司
法
書
士
大
瀧
英
嗣
事
務
所
☎
25
‐
３
６

１
４定

期
健
康
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
７
月
10
日
○金
、

８
月
14
日
○金
、
９
月
11
日
○金

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
７
月
24
日
○金
、
８

月
28
日
○金
、
９
月
25
日
○金　

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■定
各

日
２
人　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４

労
働
保
険
料（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）の

申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

申
告
・
納
付
期
限
は
７
月
10
日
○金
で
す
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事
業
主
は
、

金
融
機
関（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
に
限
る
）

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
告
書
集
合
受
付　

■日
７
月
７
日
○火
～
10

日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■問
山
形
労
働
局
☎
０

２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
５　

■他
申
告
書
作

成
で
不
明
な
点
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
‐
９
４
９
‐
７
３
２
へ
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を

　私たちは「きれいな月山」を維持することを目的
に、山のごみ問題が社会問題となっていた昭和42
年頃、出羽三山神社や宿坊、関係機関の協力の下
で発足しました。現在は30団体ほどのメンバーで、
月山の自然保護や環境維持管理を行っています。
　主な活動の一つは公衆トイレの管理です。10年
ほど前におがくず式バイオトイレを導入し、登山者
から高い評価を頂いています。登山道整備も欠かせ
ません。遭難防止と植生保護を目的とした誘導ロー
プを張り登山者へ注意を促しています。また、けが
人や緊急時に対応できるよう、数人の管理員が定期
的に登山道をパトロールするほか、ＡＥＤの設置や

搬送用ハーネスの導入を進めています。
　訪れた方から「月山の自然はきれいですばらしい
ですね」と感想を頂くことがあります。とてもうれ
しいですし、今ある月山の姿を後世に引き継ぐ大切
さを改めて感じました。また、私たちと一緒に作業
を手伝ってくれる地元の方や関係機関の協力のおか
げで50年近くも活動が続いてきたと思います。こ
のつながりを大切にしながら、これからも月山の自
然や環境を保全する活動を続けていきたいですね。
　今年も７月１日の山開きで登山シーズンが始まり
ます。一人でも多くの方から月山に足を運んでいた
だき、山歩きを楽しんでもらえたらと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

月山の自然を未来につなぐ

工
く ど う

藤 純
じゅんぺい

平 さん　（羽黒・手向）

　磐梯朝日国立公園に指定され日本百名山
にも選ばれている月山。手軽な散策コース
や本格的な登山ルートが整備され、かれん
な高山植物や雄大な景色を楽しむことがで
きます。工藤さんは山形県自然公園保全整
備促進協議会羽黒支部長として、地元住民
や関係機関等と協力しながら、月山の自然
と登山者の安全を守る活動を行っています。
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休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成27年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：132,210人
　　 （男：63,014人、女：69,196人）
　世帯数：48,573世帯
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献血　7/4 ～ 8/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
７．10○金 ９：30 ～11：30 市役所羽黒庁舎

〃 13：30 ～15：30 羽黒コミュニティセンター
11○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～16：00                   〃
13○月 ９：30 ～11：30 櫛引公民館

〃 13：00 ～15：30 　　〃
30○木 ９：30 ～11：30 にこ♥ふる

〃 13：00 ～15：30 　   〃

今月の各種相談窓口開設日　7/4 ～ 8/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線303 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 21日○火13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ


